
編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-83 中学校 国語 国語 1

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し、見通しをもって自覚
的に活用しながら、学びに向かう力を
高めます。

他者との交流・共有を通して、多様な
価値観が共生する社会で生きる力を
高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力
を確実に育成し、言語文化の担い手を
育てます。

主体的に学ぶ 対話を通して学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
通して
学ぶ

深く学ぶ

この教科書は、教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成するために、
次の6点を基本方針として編修しました。

個別最適な学びと協働的な学びの実現個別最適な学びと協働的な学びの実現

編修の基本方針1
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1 自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や、各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち、
自律的に学習を進め、振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感、次の学びへの意欲が
得られるように構成しました。
ㅡ小学校からの接続に配慮し、基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして、身につけた力
を繰り返し活用しながら、無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう、系統的に
構成しました。

2 活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
ㅡ各学年のはじめには、基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。
ㅡ「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には、思考と語彙
に関する解説を設けて、「知識・技能」の確実な習得を図り、豊かな活用への道筋を開いています。

3 かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を
意識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
ㅡ考えの異なりを対話によって理解し合い、より創造的な合意を生み出すことができるような学習の
流れを重視しています。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ多様な考えをもつ他者とのかかわりによって、異なる意見を尊重しながら、自分のものの見方・考
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
ㅡさまざまな価値観が並立するグローバル社会、共生社会の一員として求められる幅広い資質・能
力を育成できるよう、題材を選定し、単元を構成しました。

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ多くの知識を蓄え、技能を習得することとともに、それらを活用して「自分の考え」を形成するこ
とへと展開しています。
ㅡ「何がわかり、できるようになったか」にとどまらず、「あなたはどのように考えるか」と繰り返し
問い、自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
ㅡ思考や表現によって「自分の考え」をつくり、対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めて
いくことを目指しています。

6 言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ社会生活の中で読書に親しみ、言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列
しました。
ㅡ生涯にわたって本を読み続け、さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち、その担い
手となることを願って、学習活動や資料を設定しました。
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教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取りあげ、該当ページを示しま
した。

ਤॻのߏ成・༰ ಛにҙを用いͨಛ৭
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

֘Օॴ
（ページ）ྖҬ 文छなͲ ໊ࡐڭ
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ࢻ 朝のリレー
（谷川俊太郎）

「朝を迎える」という行為を「朝をリレーする」「交替で地球
を守る」と捉える詩人のものの見方に出会うことで、生命を
尊び、環境の保全に寄与する態度を養うことをねらいとして
います（第四号）。
地球規模の視点をもつ機会を与え、国際社会の平和と発展に
寄与する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

22～25

語 空中ブランコ乗り
のキキ
（別役実）

主人公の確かで強い価値観を周囲の登場人物との関係の中で
読み深めていくことを通して、個人の価値を尊重し、自主お
よび自律の精神を養うことをねらいとしています（第二号）。

66～77

খઆ トロッコ
（芥川龍之介）

孤独感や焦燥感など、揺れ動く少年の心情を描いた小説を読
むことを通して、自主及び自律の精神を養うことをねらいと
しています（第二号）。

172～183

খઆ 少年の日の思い出
（ヘルマン=ヘッセ
［訳］高橋健二）

少年期の繊細で傷つきやすい心理や葛藤を巧みな筆致で描き
だした小説を読むことを通して、豊かな情操と道徳心を培う
ことをねらいとしています（第一号）。

206～219

ਵච 字のない葉書
（向田邦子）

疎開で遠く離れる幼い子を思う父の姿を描いた作品を読むこ
とを通して、家族のきずなの強さやその大切さを感じ取り、
豊かな情操を培うとともに、生命を尊ぶ態度を養うことをね
らいとしています（第一号、第四号）。
戦時下における人々の過酷な生活を想像することを通して、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことをねらいと
しています（第五号）。

80～85

આ໌ クジラの飲み水
（大隅清治）

クジラの生態を探究する文章を読むことを通して、生命を尊
び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第四号）。

48～55

આ໌ 一〇〇〇円の価値
を考える
（八木陽子）

お金の本質や歴史についての理解を深め、公共の精神に基づ
き、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
を養うことをねらいとしています（第二号）。

98～105

આ໌ 意味と意図
──コミュニケー
ションを考える
（川添愛）

コミュニケーションは多くの知識の共有のうえに相手の意図
を理解し合うことで成り立っているという筆者の主張を読み
取り、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき主体的に社会の形成に参画する意識を高める態度を養
うことをねらいとしています（第三号）。

190～197

読み方を学ぼう 読みの方略を学ぶことを通して、個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

44, 78, 86, 
106, 165, 184, 

198, 220

我
が
国
の
言
語
文
化

ղઆ 月を思う心 月を愛で、月を題材にした歌を詠み継いできた伝統と文化に
ついて理解を深め、それらをはぐくんできた我が国と郷土を
愛する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

116～117

文ݹ 竹取物語 我が国最古といわれる物語を現代とのつながりを考えて読む
ことを通して、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき
た我が国と郷土を愛する態度を養うことをねらいとしていま
す（第五号）。

118～131

対照表2



ਤॻのߏ成・༰ ಛにҙを用いͨಛ৭
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。
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άϧʔϓ
σΟεΧ
ογϣϯ

話題や展開にそっ
て話し合いをつな
げる

課題解決や思考の深化を促す話し合いのこつを、集団による
学習で実感することを通して、自他の敬愛と協力を重んずる
とともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画
し、その発展に寄与する態度を養うことをねらいとしていま
す（第三号）。

36～39

εϐʔν 構成を工夫して魅
力を伝える

自分の考えを明確にするための構成を工夫し、効果的な伝え
方を身につける学習を通して、個人の価値を尊重して、その
能力を伸ばし、創造性を培うことをねらいとしています（第
二号）。

110～113

書
く
こ
と

Ϩϙʔτ 調べたことを整理
してわかりやすく
まとめる

身近な課題を見つけ、それに関する情報を集めて整理しレポ
ートを書くことで、幅広い知識と教養を身につけ、真理を求
める態度を養うことをねらいとしています（第一号）。

58～63

Ҋࣄߦ
ϦʔϑϨ
οτ

必要な情報をわか
りやすく伝える

学校行事を地域社会に向けて案内するリーフレットを作成し
て発信する活動を通して、公共の精神に基づき、主体的に社
会の形成に参画する態度を養うことをねらいとしています
（第三号）。
学校行事を広く地域社会に告知し、来場した地域の人々と交
流し、一体感をもつことによって、郷土を愛する態度を養う
ことをねらいとしています（第五号）。

154～157

資
料
編

◉広い知識を身につけ、自主および自律の精神を養うことに資するものとして、さまざまな学習機会
を捉えて繰り返し活用すべき実践的知識や方法とともに、家庭学習を含めた自学自習に役立つ教材
を「資料編」としてまとめました（第一号、第二号）。

243～
折り込み

読書の広場 小さな図書館 「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することを意図し
て、47冊の本をテーマ別に紹介しています（第一号、第二号、
第三号、第四号、第五号）。

244～249

落語　桃太郎
（もとしたいづみ）

親しみやすい内容の落語を味わうことで、我が国の伝統と文
化を尊重し、そのよさを理解するとともに、文化継承の担い
手としての精神を養うことをねらいとしています（第五号）。

288～291

日本文学名作集 奈良時代から現代の小説にいたるまで、各時代の代表的な作
品やその冒頭を紹介した年表に親しむことを通して、伝統と
文化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五
号）。

292～295

社会生活に
生かす

著作権と引用 著作権や引用の仕方に関する基礎的な知識を身につけること
で、さまざまな情報源にアクセスし、幅広い知識と教養を身
につけたり、真理を求める態度を養ったりすることをねらい
としています（第一号）。

302～303

質問の仕方 質問を工夫して相互の理解を進め、コミュニケーションを活
発にし、思考を深めることを通して、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

306～307

話し合いの形式を
選ぶ

集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ
とで、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

308～309



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

ㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し、学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では、学習手順を上段に、学習のポイントや参考となる情報
を下段に示すなど情報を整理し、わかりやすく、スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう
工夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり、重要な情報を大きく示したり、図版と図版の間を空け
たりすることで、わかりやすく、見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し、学習者の学習意欲を喚起し、内容の理解を支えています。各学年の「読
み方を学ぼう」や「思考の方法」では、文章での解説は簡潔に示し、わかりやすい図解を用いることで、
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し、誰にでも見やすく、学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け、色だけの違いに頼らず、形の違いや、記号・番号・説明文などの補助的
な手がかりを設けました。
・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し、古典教材の現代語訳では、色覚の特性による見え方の差が少ない青色を
用いました。

環境にやさしい教科書

ㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
ㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。

その他の配慮事項

ㅡ製本は堅牢で、十分な耐久性を備えています。
ㅡ教材で使用している文字については、独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して、画数や点
画の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3

・解説動画、朗読音声、漢字や文法のデジタルドリル、補充教材、ワークシート、参考資料等の豊富な
コンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、個別最適な学びを支援しています。

ೋݩ࣍ίーυίンςンπでݸ別࠷దͳ学ͼを支援
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こ
の

ޠ
の
ొ

ਓ

を
ॻ
き
出
し
、
キ
キ
と
の
૬
ޓ
ؔ

を

理
し
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

人
物
相
関
図
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よ
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-83 中学校 国語 国語 1

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1 2 3

⁞̝ આ໌文の
基本構 ⁞̝ ਓ物ઃఆ ⁞̝ ճ

 ̝ ਓ物૬関図  ̝ આ໌文の
理展開

 ̝ ൷తな
読み

̝ 行ಈඳࣸ ̝ ૾ ̝ ল略

ロジッ֯ࡾ ̝
ク ̝ 図දと文ষ ̝ ۩ମとந

のࢻ ̝
දٕݱ法

̝ 物語の
స ̝ ঢ়گ・എܠ

̝ 情ܠඳࣸ ̝  ̝ ෮

̝ 要 ̝ ྫ 示
˞ֻけは、ંり
み形式で説明文ࠐ
の「読み方」を示
したものです。

̝ 語りख・
ࢹ ̝ 心情Ѳ

主体的に学ぶ

1 自ら学ぶ力を育てる
ᴷ見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し、教材の
最ޙには学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分でஅ・ධ価し、次に生かすしくみです。
ㅡ学習指導要領の指導事߲をふまえて学習の系統化を図り、基
礎・基本を段階的に、確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びのಓしる」では、丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

2 活用できる力を育てる
ᴷ学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ「ಡΈ方を学΅う」では、「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書、表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を � 学年
に配置しています。
ㅡ各方略は、「学びの道
しるべ」の課題と関連
づけて示しています。
ㅡרには、「h ಡΈ方を
学΅うʱҰཡ」を示し
ました。

主張

積極的にキャッシュレス
決済を選

せん

択
たく

するべきだ。

理由づけ

・�財布を持たずに買い物が
できるから。
・支払い管理が簡単だから。
・�紛失や盗難時の被

ひ

害
がい

が減
るから。

事実

日本は将来的に支
し

払
はら

いの
80％がキャッシュレスに
なるように、キャッシュ
レス決済の推進に取り組
んでいる。

主張

キャッシュレス化に
は慎

しん

重
ちょう

になるべきだ。 理由づけ

・�お金を使った感覚が薄れる
ので無駄使いしやすいから。
・�不正利用の被害があるから。
・�災害時などに機械が使えな
くなってしまう可能性があ
るから。

事実

日本は将来的に支払いの
80％がキャッシュレスに
なるように、キャッシュ
レス決済の推進に取り組
んでいる。

同
じ
事
実

読み方を学ぼう
説明文の
基本構造詩の表現技法情景描写 行動描写要約

読書の266ページʮݰ
㆒㇓

関
ㆉ㇓

൶
ㆨㆳ㇉

ʯɺ274ページʮこの小さなٿの্Ͱʯ

「
主
張
」
と
「
事
実
」
と
「
理
由

づ
け
」
を
区
別
し
、
こ
の
三
点
を
意

識
し
て
考
え
る
方
法
を
「
三
角
ロ
ジ

ッ
ク
」
と
い
い
ま
す
。

「
一
〇
〇
〇
円
の
価
値
を
考
え
る
」

で
は
、「
日
本
の
お
金
＝
日
本
の
信

用
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し

た
あ
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
筆
者

独
自
の
主
張
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
同
じ
事
実
を
も
と
に
し
な

が
ら
、
正
反
対
に
見
え
る
二
つ
の
主

張
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
主
張
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
で
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

˝
主
張
と
事
実
と
理
由
づ
け
の
三
つ

を
区
別
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
に

文
章
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
角
ロ
ジ
ッ
ク

人物相関図語り手･視点

4

●「一〇〇〇円の価値を考える」における三角ロジックの例

ʮ読み方ʯ
ղઆಈը⾣

ೋݩ࣍
ίʔυ

三角ロジック

10�
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での学習の流Εʢࡐڭ֤ ʮྫಡΉ͜とʯʣ

ʮಡΈ方を学΅うʯのҰཡ

εςοϓ� ඪの確ೝ見
通
し

振
り
返
り

目ඪを֬かめてɺ学習のݟ௨しをͪます。

εςοϓ� ༰をଊ͑るߏ

情報を整理・֬ ೝしてɺ文ষの構や༰をつか
みます。ࣗ 学ࣗ習にରԠした՝題をઃఆしています。

εςοϓ� ಡΈをਂめる
文ষをৄしく読みɺର話を௨して༰や構

成・දݱの仕方についての理ղをਂめます。

εςοϓ� 自の考͑をਂめる
文ষを読ΜͰ理ղしたことをとにɺࣗ 

の考えをਂめたりɺげたりします。

εςοϓ� 学びをৼΓฦる
ࣗの学習をৼりฦってධ価しɺこΕから
の学習ੜかします。

ʴα 学びを͛る
εςッϓ1ʙ5まͰの学習を׆用して取り
みɺ学ͼをߋにげたりɺਂ めたりします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

ʮಡΈ方を学΅うᶆ ֯ࡾϩδοΫʯʢp.106ʣ

ʮۭதϒϥϯίΓのΩΩʯの
ʮ学びのಓしるʯʢp.76ʣ

編修上特に意を用いた点や特色1

লಊࡾ  15 現代の国語 1国語 015-72
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よ
う
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か
。
���
ϖ
ồ
ジ
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�
ߦ
め
ま
で

を
も
と
に
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え
よ
う
。
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ؼ
り
ண
͘
ま

で
の
で
き
͝
と
の
中
で
、
ྑ
ฏ
の
৺

は
、
Ͳ
の
よ
う
に
ม
Խ
し
た
か
。
࣍
の

໘
を
中
৺

に
ଊ
え
よ
う
。

「
お
お
、
ԡ
し
て
͘
よㅟ

うㅟ

。」ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
��
ߦ
め
Ờ
と


に
ݴ
Θ
れ
た
と
き

「
そ
の
ಓ
を

ỳ
と
ొ
り
き
ỳ
た
」ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ
と
き

「
Θㅟ

れㅟ

は
も
う
ؼ
Μ
な
。
ộ
ộ
」ớ
��8
ϖ
ồ
ジ
ɾ
��
ߦ
め
Ờ
と


に
ݴ
Θ
れ
た
と
き

「
൴
の
う
ͪ
の

ޱ

ۦ
け
ࠐ
Μ
ͩ
と
き
」ớ
�80
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�0
ߦ
め
Ờ

ߏ



༰
Λ
ଊ
͑
Δ

ಡ
Έ
Λ
ਂ
Ί
Δ

ɹେ
ਓ
に
ͳ
ỳ
ͨ
ྑ
ฏ
と
ủ
ͦ
の
と
き
の
൴
Ứ

と
の
ڞ
௨

を
ߟ
͑
る
こ
と
で
、
࠷
ޙ
の
ஈ
མ

の

༰
を
ଊ
͑

す
く
ͳ
る
。


ܠ
ඳ
ࣸ
͔
Β
ड
͚

Δ
Π
ϝ
ồ
δ
Λ

ͱ

ʹ
ߟ
͑
Α
͏
Ố

˕

ܠ
ඳ
ࣸ
ͱ

໘
ͷ
ల
։
Λ
݁
ͼ
ͭ
͚
ͯ

༰
Λ
ଊ
͑
Δ
Ố

˓
ਓ

ͷ
ݴ
ಈ
ʹ
ண

͠
ͯ
ỏ
৺

ͷ
ม
Խ
Λ
ଊ
͑
Δ
Ố

τ
ϩ
ỽ
コ

˓
˓
ͱ
˓
˓
ͱ
Λ

ൺ

Δ
ͱ
ộ
ộ
Ố

ൺֱ
େ
ਓ
ʹ
ͳ
ỳ
ͨ
ྑ
ฏ

ủ
ͦ
ͷ
ͱ
͖
ͷ
൴
Ứ

ớ
ീ
ࡀ
ͷ
ྑ
ฏ
Ờ

1�2

160-161 07国語1年_学�ǻଷǤȘ�（Ɉロッȳ）.indd   160 2023/03/22   8:56

ㅡ言༿による見方・考え方をはたらかͤ、情報と
情報との関係を捉えたり、考えを整理したり深め
たりする方法を「思考の方๏」として示しました。
ㅡ�年間を通して、�छྨの「思考の方法」をバラ
ンスよく配置し、各教材の学習活動の文຺にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
ㅡר頭には、「h 思考の方๏ Ұɦཡ」を示しました。
ㅡ各教材の「語ኮを๛かに」では、理解できる語
۟と使える語۟のྔを૿やし、語感をຏくため
に、さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話を通して学ぶ

3 かかわる力を育てる
ᴷ対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡৗ生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実さͤました。
ㅡ第 �単元には「άϧʔϓσΟεΧογϣϯ」を
設け、話し合いを効果的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

4「共生社会」の一員としてᴷ多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ価値観が多様化するグローバル社会で求められ
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

5「自分の考え」をつくるᴷ思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡৗ生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実さͤました。
ㅡ全ての教材において、自分の考えを形成する学
習過ఔを重視しています。
ㅡ第 �単元「ใを͚ؔͮる」では、図表・文
章など多様な情報を関連づけながら、現代の課
題について考える学習を設定しました。

6  言葉と文化の担い手として ᴷ 豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ資料編の「ಡॻの」には、多様なジϟンルの�本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれるとと
もに、「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材をࡌܝしています。
ㅡ多くの教材に二次元コーυをࡌܝし、参照ઌのウΣϒサイト上に、動画やԻ、デジタルυリル、図解した
読みの方略や、補充教材として使える資料などを豊にࡌܝしています。
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ࣗΒのආ行動を֬ೝ

ϋβʔυϚοϓͳͲʹΑΓɺࣗ

のࡂϦεΫΛ֬࠶ೝ͢Δ

ͱͱʹɺආใのѲखஈ

Λ֬࠶ೝ͢Δɻ

൙
ཞ


ҙ

ใ

ࡂ


ഭ

େ
Ӎ
ಛ
ผ
ܯ
ใ

ة
ݥ

ߴ
ை
ಛ
ผ
ܯ
ใ

ߴ
ை
ܯ
ใ


࠭
ࡂ


ܯ
ռ

ใ

ܯ
ռ

ߴ
ை
ܯ
ใ
ʹ

Γ

ସ
͑
Δ
Մ

ੑ
͕
ߴ
͍


ҙ
ใ

େ
Ӎ
ܯ
ใ

ߑ
ਫ
ܯ
ใ

�
ૣ
ظ

ҙ

ใ

ớ
ܯ
ใ
ڃ
の
Մ

ੑ
Ờ


ҙߴ

ை

ҙ
ใ

େ
Ӎ

ҙ
ใ

ߑ
ਫ

ҙ
ใ

େ
Ӎ
ܯ
ใ
ʹ

Γ

ସ
͑
Δ
Մ

ੑ
͕
ߴ
͍


ҙ
ใ

Ίるߴの৺͕·えをࡂ


Μ
Β
Μ

͜
͏
ͣ
͍

͢Ͱ ͻ  ͳΜ

͡ΐ͏͖ΐ͏

Ͳ
͠
Ỵ

͔
͜͏Ε͍͠Ό

  ͋͘

ⴺ
と
ⴼ
を
ؔ
࿈
づ
け
ͯ
、
ෳ


の
σ
ồ
λ
͔
Β
ಋ
け
る
、


ࡂ
に
ؔ
す
る
՝

に
つ
͍

ͯ

͠
߹
͓
͏
。

5
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େ
ਓ
に
ͳ
ỳ
ͨ
ྑ
ฏ
と
ủ
ͦ
の
と
き
の
൴
Ứ

と
の
ڞ
௨

を
ߟ
͑
る
こ
と
で
、
࠷
ޙ
の
ஈ
མ

の

༰
を
ଊ
͑

す
く
ͳ
る
。


ܠ
ඳ
ࣸ
͔
Β
ड
͚

Δ
Π
ϝ
ồ
δ
Λ

ͱ

ʹ
ߟ
͑
Α
͏
Ố

学
び
を
広
げ
る

࣍
の

ܠ
ඳ
ࣸ
か
ら

૾
で
き
る
ྑ
ฏ
の
৺

を
ଊ
え
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ද
ݱ
の
ޮ
Ռ
に
つ

い
て
考
え
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う


ܠ
ඳ
ࣸ

「
྆
ଆ
の
Έ
か
Μ
ാ
に
、ԫ
৭
い
実
が
い
͘
つ
も
日
を
ड
け
て
い
る
。」ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ

「
ߴ
い
֑が
け

の

こ
う
に
、

ʑ
と
ബ
ら
פ
い
ւ
が
։
け
た
。」ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ

「
Έ
か
Μ
ാ

དྷ
る
ࠒ
に
は
、
ล
り
は
҉
͘
な
る
一
方
ͩ
ỳ
た
。」ớ
�80
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ

「
ి
౮
の
ޫ
が
さ
し
߹
ỳ
て
い
た
。」ớ
�80
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ

4
େ
ਓ
に
な
ỳ
た
ྑ
ฏ
が
、「
そ
の
と
き
の
൴
」ớ
�8�
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ
を
ࢥ
い
出
す
の
は

な
ぜ
ͩ
Ζ
う
か
。「
ബ
҉
い

Ϳ

ࡔ
の
あ
る
ಓ
が
、
ࡉ
ʑ
と
一
ے
அ
ଓ
し
て
い
る
。

ộ
ộ
ộ
ộ
」ớ
�8�
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ
と
い
う

ܠ
ඳ
ࣸ
を
ख
が
か
り
に
考
え
て
Έ
よ
う
。

ൺ
ֱ
す
る


「
τ
ロ
ッ
ί
」
で
の
ֶ
श
を
௨
し
て
、
ֶ
Μ
ͩ
こ
と
を
自

の
ݴ
༿
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド


ܠ
ඳ
ࣸ
ɾ
৺

ͷ
ม
Խ

3ࣗ

ͷ
ߟ
͑
Λ
ਂ
Ί
Δ

ֶ
ͼ
Λ
ৼ
Γ
ฦ
Δ

「
͘
ᥨも

の
ࢳ
」「
とై

しࢠ

य़し
ỵ
Μ」「
Έຶ

か
Μ
」
な
Ͳ
、
և
あ
͘
た

が
Θ

ཾり
ỵ
う

೭の

հす
け

の
ଞ
の
࡞

を
ಡ
Μ
で

հ
し
߹
お
う
。

ఔ

͕
গ
ͳ
͍
༷
ࢠ
Λ
ද
͢
ද
ݱ

「
ബ
ớ
う
す
ɾ
ϋ
ク
Ờ」「
ബ
ら
」
は
、
ఔ

が

গ
な
い
༷
ࢠ

ऑ
ʑ
し
い
༷
ࢠ
を
ද
す
ද
ݱ
で

す
。こ

の
ޠ
が
಄
に
つ
͘
ݴ
༿
は
た
͘
さ
Μ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ͧ
れ
、
Ͳ
Μ
な
意
ຯ
で
し
ょ
う
か
。


ബ
明
る
い
ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ


ബ
明
か
り
ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
��
ߦ
め
Ờ


ബ
҉
い
ớ
�80
ϖ
ồ
ジ
ɾ
��
ߦ
め
Ờ


ബ
ಶ͙
も
り


ബ
΅
Μ

り


ബ
ؾ
ຯ
ѱ
い


ബ



ബ



ബ
ら
פ
い
ớ
���
ϖ
ồ
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ


ബ
ら
স
い

ബ
͏͢

ʙബ
ϋク

ʙബΒʙ

ủ
ബ
Ứ
に
ủ
ۙ
づ
く
Ứ

と
͍
͏
ҙ
ຯ

͋
る
Α
。

ủ
ബ

Ứ

ͦ
の
ҙ
ຯ

で

Θ
Ε
ͯ
͍
る
Ͷ
。
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ͷํ๏ߟࢥ ରԠ͢Δνϟʔτͷྫ
①順序立てる ステップチャート
②比較する 比較チャート
③分類する マトリックス（表）、Ｙチャート
④関連づける イメージマップ、リンクチャート
⑤多角的に見る バタフライチャート、フィッシュボーン
⑥理由づける クラゲチャート
⑦具体化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑧抽象化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑨仮定する キャンディチャート

ʮ思考の方๏ʯのҰཡ

ʮτϩοίʯのʮ思考の方๏ʯと
ʮ語ኮを๛かにʯʢp.182ʙ183ʣ

ʮάϧʔϓσΟεΧογϣϯ──ల։にͦってし߹いをͭな͛るʯʢp.36ʣ

࡞ใͱͦのޮՌ的な利用ʯをͱにؾிʮ災ؾ

໋のݥةͪに҆શ֬อʂ
શͳආ͕Ͱ͖ͣɺ໋͕҆ʹط

ΔॴΑΓ͍ࠓɻگͳঢ়ݥة

҆શͳॴͪʹҠಈ͢Δɻ

ռϨϕϧ�·Ͱにඞͣආܯ

෩ͳͲʹΑΓ෩͕༧͞Ε

Δ߹ɺ෩͕ਧ͖࢝ΊΔલ

ʹආΛ͓ͯྃ͘͠ɻ

ආऀྸߴͳॴ͔Βݥة

Ҏ֎のਓඞཁʹԠ͡ɺऀྸߴ

;ͩΜのߦಈΛݟ߹Θͤ࢝Ίͨ

Γɺආの४උΛͨ͠Γɺࣗओ

తʹආ͢Δɻ

ϋβʔυϚοϓͳͲʹΑΓɺࣗ

のࡂϦεΫΛ֬࠶ೝ͢Δ

ͱͱʹɺආใのѲखஈ

Λ֬࠶ೝ͢Δɻ

Ίるߴの৺͕·えをࡂ

͢Ͱ

災
害

の
උ
͑
を
し
て
い
る
人
が

��
％
っ
て
こ
と
じ
ゃ
な
い
？

ෳ

の
情
報
を
ൺ
ֱ
し
た
Γ
、


ྨ
ɾ
ؔ

ͮ
け
た
Γ
す
る
こ
と
で
、

ࠓ
ま
で
見
͑
て
い
な
か
っ
た
情
報
が

見
͑
る
よ
う
に
な
る
ͧ
。

̦
̍
で
は
、ủ
災
害
に
対
し
て

不
安
や
危
機
感
が
あ
る
Ứっ
て
ճ


し
た
人
が
86
％
も
い
た
の
に
！

こ
う
や
っ
て
̦
̍
と
̦
̎
を
ؔ
࿈

ͮ
け
て
ߟ
͑
る
と
、
災
害

の
不
安
や

危
機
感
は
も
っ
て
い
る
が
、
Կ
も
උ
͑

　

て
い
な
い
と
い
う
人
が
ଟ
い
と
い
う

　
　
　
こ
と
が
わ
か
る
ん
だ
！

そ
の
ٙ

を
େ
ࣄ
に
、

ࢿ
ྉ

ủ̖
防
災
に
ؔ
す
る
σ
ー
λ
Ứ
と

ࢿ
ྉ

ủ̗ứ
み
ん
な
で
い
る
か
ら
େ
ৎ

Ừ

の
ා
͞
Ứ
を
読
み
ղ
い
て
、
防
災
訓
練
の

案
内
を
作
Ζ
う
！

̦
̎
の
��
％
は
、

ͣ
い
Ϳ
ん
গ
な
い
よ
ね
。

で
も
な
ん
で
、

災
害

の
危
機
感
は
あ
る

の
に
、
උ
͑
な
い
人
が

ଟ
い
ん
だ
Ζ
う
？

ち
な
み
に
、
Ϋ
ϩ
は
Կ
か

災
害
に
උ
͑
て
い
る

こ
と
っ
て
あ
る
の
？

ඇ
ৗ
৯
を
�



ৗ
උ
し
て
い
る
ͧ
。

災
害
࣌
に
�
ि
ؒ

の

ඇ
ৗ
৯
を
ৗ
උ
し
て
͓
く

こ
と
が
ਪす

い

し
Ỷ
う͞

れ
て
い
る

か
ら
な
。

ࠓ
৯

ち
ゃ

だ
Ί
じ
ゃ
ん！

こ
れ
は
、

ຯ
ظ
ݶ

が
ۙ
い
か
ら
…
…
。

確
か
に
ね
。

ͳ
Δ
΄
Ͳ
！

͋
Ε
ʁ

よ
く

ؾ
ͮ
い
た
ね
！

2�

ൺֱ͢る

"
" ʴ

""

##

#

#

ෳのใΛൺΔ͜ͱͰɺ
ͦのののಛ͕໌֬ʹͳΔɻ

ྨ͢る

ෳのใのڞ௨ྨࣅ
Λͱʹྨ͢Δ͜ͱͰɺ૬
ҧ͕໌֬ʹͳΔɻ

関づける

ෳのใΛ͚ؔͮΔ͜ͱ
Ͱɺ৽ͨͳใΛಘΔ͜ͱ͕
Ͱ͖Δɻ

$

Δ͍  ͡

1�7 ใᴷᴷใを͚ؔͮる

146-1�7 07国語1年_ใΛ゙͚ؔͭる.indd   147 2023/03/23   13:03

情報情
報
の

扱
い
方


ඪ

情
報
を
関
係
づ
け
る

ೋ
ͭ
ͷ
σ
ồ
λ
ỏ
Ͳ
͏
ؔ

ͮ
͚
Δ
ʁ

˕ 

ൺ
ֱ


ྨ
、
ؔ

づ
け
ͳ
Ͳ
の

ใ
の

理
の

ํ

に
つ
͍
ͯ
理
解
を
ਂ
Ί
、

༰
を
解͔

͍

ऍ͠
Ỵ
くす
る
。

˕ 

Ҿ
༻

ग़
య
の
ࣔ
͠
ํ
に
つ
͍
ͯ
理
解
を
ਂ
Ί
、
読
み

ख
の
ཱ

に
ཱ
ỳ
ͯ
ද
ه

ද
ݱ
の

ํ
を

͑
る
。

地
域
の
人
た
ち
に
向
け
て

防
災
訓
練
の
案
内
を

作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

災
害
に
対
し
て
86
％
も
の

人
が
危
機
感
を
も
っ
て

い
る
か
ら
意
識
が
高
い
ね
。

そ
う
か
な
…
…
。

86
％
の
人
が
不
安
に
思
っ
て

い
る
の
は
よ
く
な
い
こ
と

　
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

災
害
に
対
し
て
の
不
安
や

危
機
感
（
̦
̍
）
だ
け
で

判
断
し
て
い
な
い
か
？

確
か
に
̦
̍
だ
け
見
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

̦
̎
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
も

あ
わ
せ
て
判
断
し
よ
う
！

若
葉
町
の
人
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が

あ
っ
た
よ
。

災
害
に
対
し
て
不
安
や
危
機
感
が
あ
る

災
害
が
起
き
た
と
き
の
た
め
の

備
え
を
し
て
い
る

์
՝
ޙ

見
せ
て！

ち
ょ
っ
と

待
て
い
！

͋るࠃ語の
तۀ

2�2�
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ʮใ──ใをؔ
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ඪ

グループディスカッション

͋るςʔϚʹ͍ͭͯ、ҟなるཱ͑ߟͷਓͨͪ
͕গਓͰҙݟΛަ͢る͜ͱɻ

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
つ
な
げ
る
」

た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

˕



ల
։
を
ଊと

Β

͑
ͳ
が
Β

͠
߹
͍
、
ͨޓ

が

͍
の
ൃ

ݴ
を
݁
ͼ
つ
け
ͯ
ߟ
͑
を
·
と
Ί
る
。

˓
ඞ
ཁ
に
Ԡ
͡
ͯ
ه

͠
ͨ
Γ
࣭

͠
ͨ
Γ
͠
ͳ
が
Β


の

༰
を
ଊ
͑
、
ڞ
௨


૬ͦ

͏

ҧ͍

ͳ
Ͳ
を
;
·

͑
ͯ
、
ࣗ

の
ߟ
͑
を
·
と
Ί
る
。

άϧʔϓ
σΟεΧッγϣϯ




ల
։
ʹ
ͦ
ỳ
ͯ


͠
߹
͍
Λ
ͭ
ͳ
͛
Δ

ֶ
ͼ
Λ
ৼ
Γ
ฦ
Δ


͠
߹
͍
Ͱ
ͷ
ൃ
ݴ
Λ
ৼ
Γ
ฦ
Δ

3
ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

͠
߹
͍
Λ
͢
Δ

2
ủ

͠
߹
͍
ͷ
͜
ͭ
Ứ
Λ
ݟ
ͭ
͚
Δ

1 ֶ
श
ͷ
ྲྀ
Ε

;

5

��
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ủ
ཽ
Ứ
の
α
ϒ
λ
Π
τ
ϧ
を
ߟ
͑
Α
͏
。


ڭ
Պ
ॻ
の
ද
ࢴ
の
ֆ
の
λ
Π
τ
ϧ
を
ߟ
͑
Α
͏
。


文
Խ
ࡇ
の
ग़
͠


Կ
が
Α
͍
͔
。



͠

༗
໊
ਓ
の
ಛ
別

त
ۀ
が
Ұ
࣌
ؒ
ͩ
け
ड

け
Β
Ε
る
と
͠
ͨ
Β
、

୭ͩ
Ε

を
ট
き
ͨ
͍
͔
。

提
案
提
案

Ξ
Π
σ
Ξ
Λ
ग़
͢

▪例「
じ
Ỵ
あ
、ộ
ộ
は
Ͳ
う
か
な
」

▪例「
ࢲ
は
、
ộ
ộ
が
い
い
な
」

˖

質
問
質
問

ཧ
༝
Λ

͍
͔
͚
Δ

▪例「
Ͳ
う
し
て
ʁ
」

▪例「
な
ぜ
反
対
な
の
か
な
ʁ
」

ˑ

確
認
確
認

か
く
か
く

に
ん
に
ん

ൃ
ݴ

༰
Λ
֬
͔
Ί
Δ

▪例「
ộ
ộ
ỳ
て
Ͳ
う
い
う
こ
と
ʁ
」

▪例「
ྫ
え

Կ
ʁ
」

˒

促
し
促
し

う
な
が

う
な
が

૬
ख
ͷ
ൃ
ݴ
Λ
ଅ
͢

▪例「
˓
˓
さ
Μ
は
Ͳ
う
ʁ
」

▪例「
ộ
ộ
に
つ
い
て
意
見
は
あ
る
ʁ
」

˗

ςʔϚ例


͠
߹
͍
Λ
ủ
ͭ
ͳ
͛
Δ
Ứớ
Ұ

Ờ

ఏ
Ҋ

「
じ
Ỵ
あ
、
ộ
ộ
は
Ͳ
う
か
な
」

֬
ೝ

「
ộ
ộ
ỳ
て
Ͳ
う
い
う
こ
と
ʁ
」

࣭


「
Ͳ
う
し
て
ʁ
」

ଅ
͠

「
〇
〇
さ
Μ
は
Ͳ
う
ʁ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ਂ
Ί
Δ
Ứớ
ೋ

Ờ




「
で
も
、
ộ
ộ
」

ཧ
༝
ͮ
͚
「
ͩ
ỳ
て
ộ
ộ
ͩ
か
ら
」

ड
༰

「
ộ
ộ
は
Θ
か
る
よ
」

ݴ
͍

͑
「
そ
れ
ỳ
て
、
ộ
ộ
ͩ
よ
Ͷ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ܭ
ը
త
ʹ
ਐ
Ί
Δ
Ứớ
ࡾ

Ờ

ܭ
ը

「

し
߹
う
ॱ
൪
は
ộ
ộ
」

ల
։

「
࣍
は
、
ộ
ộ
に
つ
い
て

そ
う
」

ي͖
ಓͲ

͏

म
ਖ਼
「

を
ݩ
に
も

Ͳ

そ
う
よ
」


ཧ

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
ộ
ộ
」

ˎ
う
な
ͣ
͘
、
૬
づ
ͪ
を
う
つ
、
إ
を

け
る
な

Ͳ
、
૬
ख
が

し

す
い
ฉ
き
方
を
৺
が
け
ま

し
ょ
う
。

͜
ͷ
ڭ
Պ
ॻ
ʹ
ग़
ͯ
͘
Δ

ủ

͠
߹
͍
ͷ
͜
ͭ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
ྫ

࣍
の
「

し
߹
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
ά
ϧ
ồ
ϓ
で

し
߹
い
ま
し
ょ
う
。

�

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

͠
߹
͍
Λ
͢
Δ

�

��
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ủ
ཽ
Ứ
の
α
ϒ
λ
Π
τ
ϧ
を
ߟ
͑
Α
͏
。


ڭ
Պ
ॻ
の
ද
ࢴ
の
ֆ
の
λ
Π
τ
ϧ
を
ߟ
͑
Α
͏
。


文
Խ
ࡇ
の
ग़
͠


Կ
が
Α
͍
͔
。



͠

༗
໊
ਓ
の
ಛ
別

त
ۀ
が
Ұ
࣌
ؒ
ͩ
け
ड

け
Β
Ε
る
と
͠
ͨ
Β
、

୭ͩ
Ε

を
ট
き
ͨ
͍
͔
。

提
案
提
案

Ξ
Π
σ
Ξ
Λ
ग़
͢

▪例「
じ
Ỵ
あ
、ộ
ộ
は
Ͳ
う
か
な
」

▪例「
ࢲ
は
、
ộ
ộ
が
い
い
な
」

˖

質
問
質
問

ཧ
༝
Λ

͍
͔
͚
Δ

▪例「
Ͳ
う
し
て
ʁ
」

▪例「
な
ぜ
反
対
な
の
か
な
ʁ
」

ˑ

確
認
確
認

か
く
か
く

に
ん
に
ん

ൃ
ݴ

༰
Λ
֬
͔
Ί
Δ

▪例「
ộ
ộ
ỳ
て
Ͳ
う
い
う
こ
と
ʁ
」

▪例「
ྫ
え

Կ
ʁ
」

˒

促
し
促
し

う
な
が

う
な
が

૬
ख
ͷ
ൃ
ݴ
Λ
ଅ
͢

▪例「
˓
˓
さ
Μ
は
Ͳ
う
ʁ
」

▪例「
ộ
ộ
に
つ
い
て
意
見
は
あ
る
ʁ
」

˗

ςʔϚ例


͠
߹
͍
Λ
ủ
ͭ
ͳ
͛
Δ
Ứớ
Ұ

Ờ

ఏ
Ҋ

「
じ
Ỵ
あ
、
ộ
ộ
は
Ͳ
う
か
な
」

֬
ೝ

「
ộ
ộ
ỳ
て
Ͳ
う
い
う
こ
と
ʁ
」

࣭


「
Ͳ
う
し
て
ʁ
」

ଅ
͠

「
〇
〇
さ
Μ
は
Ͳ
う
ʁ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ਂ
Ί
Δ
Ứớ
ೋ

Ờ




「
で
も
、
ộ
ộ
」

ཧ
༝
ͮ
͚
「
ͩ
ỳ
て
ộ
ộ
ͩ
か
ら
」

ड
༰

「
ộ
ộ
は
Θ
か
る
よ
」

ݴ
͍

͑
「
そ
れ
ỳ
て
、
ộ
ộ
ͩ
よ
Ͷ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ܭ
ը
త
ʹ
ਐ
Ί
Δ
Ứớ
ࡾ

Ờ

ܭ
ը

「

し
߹
う
ॱ
൪
は
ộ
ộ
」

ల
։

「
࣍
は
、
ộ
ộ
に
つ
い
て

そ
う
」

ي͖
ಓͲ

͏

म
ਖ਼
「

を
ݩ
に
も

Ͳ

そ
う
よ
」


ཧ

「
意
見
を
ま
と
め
る
と
ộ
ộ
」

ˎ
う
な
ͣ
͘
、
૬
づ
ͪ
を
う
つ
、
إ
を

け
る
な

Ͳ
、
૬
ख
が

し

す
い
ฉ
き
方
を
৺
が
け
ま

し
ょ
う
。

͜
ͷ
ڭ
Պ
ॻ
ʹ
ग़
ͯ
͘
Δ

ủ

͠
߹
͍
ͷ
͜
ͭ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
ྫ

࣍
の
「

し
߹
い
の
こ
つ
」
を
意
識
し
て
、
ά
ϧ
ồ
ϓ
で

し
߹
い
ま
し
ょ
う
。

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

͠
߹
͍
Λ
͢
Δ

�

ڭ
Պ
ॻ
の
ද
ࢴ

��
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ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

�
ɹ
๛
͔
ʹ

૾
͢
Δ

ࢻ ேのϦϨʔ
（谷川俊太郎）

読Τɹ文章の構成や展開、表現の効果について考える。
読Φɹ自分の考えを確かなものにする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを伝え合う
22～25 2

語 ཽ
（ஐߐࠓ）

読Πɹ場໘の展開や登場人物の心情のม化を捉える。
読Τɹ文章の構成や展開、表現の効果について考える。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを伝え合う
26～35 4

話͢・ฉ͘ άϧʔϓσΟεΧογϣϯ
話題や展開にそって
話し合いをつなげる

話ฉΤɹ記したり質問したりしながら内容を捉え、共
通点や相違点などをふまえて、考えをまとめる。
話ฉΦɹ話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言
を݁びつけて考えをまとめる。

ʦݴ語׆ಈʧ�話ฉΠɹ話し合い

36～39 4

言༿ൃ見� Իのしくみとたら͖ ݴ葉ΞɹԻのはたらきやしくみについて理解を深める。 40～41 1

�
ɹ
Θ
͔
り

͢
͘

͑
Δ

ಡΈ方を学΅うᶃ આ໌文のجຊߏ
ϖϯΪϯのפண（上田一生）

読Ξɹ中心的な෦分とՃ的な෦分、事実と意見との関
係などを捉え、要ࢫをѲする。
読Τɹ文章の構成や展開、表現の効果について考える。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Ξɹ考えをまとめる

44～47 1

આ໌ ΫδϥのҿΈਫ
（大隅清治） 48～55 4

�のし͘Έࣈ 字とख書͖文字・ը・චॱ׆ ݴ葉Πɹৗ用字（��� 字ʙ4�� 字）を読む。
ݴ葉ɹ事や行為、心情を表す語۟のྔを૿す。

56～57 1

書͘ Ϩϙʔτ
調べたことを整理して�
わかりやすくまとめる

書Ξɹ集めた情報を整理し、伝えたいことを明確にする。
書Πɹ段落の役ׂを意識して文章の構成や展開を考える。

ʦݴ語׆ಈʧ�書Ξɹ説明・記・引用
58～63 5

�
ɹ

ͷ
ͷ
見
ํ
・
ײ
ੑ
Λ
ཆ
͏

語 ۭதϒϥϯίΓのΩΩ
（別役実）

読Πɹ場໘の展開や登場人物の相互関係、心情のม化を
捉える。
読Φɹ自分の考えを確かなものにする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを伝え合う

66～77

4
ಡΈ方を学΅うᶄ ਓ૬ؔਤ 78

文๏の૭� 葉の୯Ґ・文અの関ݴ ݴ葉Τɹ単語のྨ別について理解する。 79 3

ਵච のない༿ॻࣈ
（向田邦子）

読Πɹ場໘の展開や登場人物の相互関係、心情のม化を
捉える。
読ɹ場໘と描ࣸなどを݁びつけて内容を解ऍする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを記する

80～85

3
ಡΈ方を学΅うᶅ ಈඳࣸߦ 86

書͘ ਵච
ମݧに͖合い意味͚ͮる

書Ξɹৗ生活の中から題材を決める。
書Φɹ読み手からの助言などをふまえ、自分の文章のよ
い点やվળ点を見いだす。

ʦݴ語׆ಈʧ�書ɹਵ筆

87～90 5

�のし͘Έࣈ 成りཱͪと෦ट ݴ葉Πɹৗ用字（��� 字ʙ4�� 字）を読む。
ݴ葉ɹ事や行為、心情を表す語۟のྔを૿す。

91～93 1

ݧのಡॻମࢲ ຊをಡΉ͜との͓もしΖ͞
（ຢ٢थ）

読Φɹ自分の考えを確かなものにする。
ʦݴ語׆ಈʧ�読ɹ学校図書ؗなどをར用

94～95 2

�
ɹ

ཧ
的
ʹ
ߟ
͑
Δ

આ໌ Ұʓʓʓԁの価値を考͑る
（八木陽子）

読Ξɹ事実と意見との関係などについてঀड़をもとに捉
え、要ࢫをѲする。
読Τɹ文章の構成や展開についてࠜڌを明確にして考える。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Ξɹ考えをまとめる

98～105
4

ಡΈ方を学΅うᶆ ϩδοΫ֯ࡾ 106～107

言༿ൃ見� ଓする語۟・ࢦ示する語۟ ݴ葉ɹ事や行為、心情を表す語۟のྔを૿す。
ݴ葉Τɹ指示する語۟や接続する語۟の役ׂを理解する。

108～109 1

話͢・ฉ͘ εϐʔν
構成を工夫して魅力を伝える

話ฉΠɹ中心的な෦分とՃ的な෦分、事実と意見の関
係に意して話の構成を考える。
話ฉɹ相手のԠをふまえながら、表現を工夫する。

ʦݴ語׆ಈʧ�話ฉΞɹ紹介

110～113 5

対照表2



ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

�
ɹ
ݹ
య
ʹ
学
Ϳ

ղઆ ݄を思う৺ ݴ語文ԽΠɹさまざまなछྨの作品があることを知る。
読Ξɹ要ࢫをѲする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Ξɹ解説を読む
116～117 1

文ݹ औ語 ݴ語文ԽΞɹ古文をԻ読し、古典のੈքに親しむ。
読Πɹ登場人物の相互関係、心情のม化を捉える。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを伝え合う
118～131

4
文のಡΈ方ݹ いݣయのԾ名ݹ ݴ語文ԽΞɹ文語のきまりを知る。 132

ίϥϜ ʮこの͋たりʯってͲの͋たりʁ ݴ語文ԽΠ　さまざまなछྨの作品があることを知る。 133

文 成語──ໃ६ࣄނ ݴ語文ԽΞɹ文語のきまりや܇読の仕方を知り、古文や
。文をԻ読し、古典のੈքに親しむ
読Τɹ文章の構成や展開についてࠜڌを明確にして考える。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを記する

134～137
3

文のಡΈ方 読の仕方܇ ݴ語文ԽΞɹ܇読の仕方を知る。 138～139

�のし͘Έࣈ ܇字のԻと ݴ葉Πɹৗ用字（��� 字ʙ4�� 字）を読む。
ݴ葉ɹ事や行為、心情を表す語۟のྔを૿す。 140～141

1

ίϥϜ 字文ԽをΞレンジする日本の力 ݴ葉Πɹৗ用字（��� 字ʙ4�� 字）を読む。 142～143

�
ɹ

ใ
Λ
ؔ

ͮ
͚
Δ

ղઆ ϚϯΨɹใのѻい方 読Ξɹ事実と意見との関係などについてঀड़をもとに捉
える。
読ɹඞ要な情報にண目して要約し、内容を解ऍする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読ɹ考えを報告する

146～147 1

ਤ表 ࡂにؔするσʔλ 148～149 1

ه ʮΈΜなでいるからେৎʯ
のා͞
（ଜࢁ）

読ɹඞ要な情報にண目して要約し、内容を解ऍする。
読Φɹ自分の考えを確かなものにする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読ɹ考えをまとめる
150～153 2

書͘ ҊϦʔϑϨοτࣄߦ
ඞཁなใをΘかΓす͑͘る

書Τɹ読み手の立場に立って文章を整える。
ʦݴ語׆ಈʧ�書Πɹ案内・報告 154～157 5

言༿ൃ見� 方ݴとڞ௨語 ݴ葉ɹ事や行為、心情を表す語۟のྔを૿す。
ݴ語文Խɹ共通語と方言の果たす役ׂを理解する。 158～159 1

�
ɹ
ಡ
Έ
Λ
深
Ί
߹
͏

ࢻ ͦΕ͚ͩでいい
（ਿみき子）

読ɹ場໘と場໘を݁びつけて内容を解ऍする。
読Τɹ構成や展開、表現の効果についてࠜڌを明確にし
て考える。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを伝え合う

162～164
2

ಡΈ方を学΅うᶇ 法ٕݱのදࢻ 165

言༿ൃ見� ൺᄻ・ஔ・෮・ର۟・ମݴ
めࢭ

ݴ葉ɹ事や行為、心情を表す語۟のྔを૿す。
ݴ葉Φɹ表現技法を理解し使う。 166～167 1

書͘ ࢻ
思いや発ݟをリζϜに乗ͤる

書Ξɹ目的や場໘にԠじて、ৗ生活の中から題材を決
める。
書Τɹ読み手の立場に立って文章を整える。

ʦݴ語׆ಈʧ�書ɹ創作

168～171 4

খઆ τϩοί
（芥川龍之介）

読Πɹ場໘の展開や登場人物の相互関係、心情のม化な
どについて、描ࣸをもとに捉える。
読ɹ場໘と描ࣸなどを݁びつけて内容を解ऍする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを記する

172～183

5ಡΈ方を学΅うᶈ 情ܠඳࣸ 184

ևཾ೭հのੈք 185

ಡॻ活ಈ がબͿ͜のҰ文ࢲ 話ฉΠɹ事実と意見との関係に意して話の構成を考える。
話ฉΤɹ共通点や相違点などをふまえて、自分の考えを
まとめる。

ʦݴ語׆ಈʧ�話ฉΞɹ紹介

186～187 3

�
ɹ
ࢹ

Λ

͛
Δ

આ໌ ҙຯとҙਤ──ίϛϡχέ
ʔγϣϯを考͑る（川添愛）

読ɹඞ要な情報にண目して要約し、内容を解ऍする。
読Φɹ自分の考えを確かなものにする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Ξɹ考えをまとめる

190～197
5

ಡΈ方を学΅うᶉ ཁ 198

書͘ ҙ見文
を໌֬にして考えをड़べるڌࠜ

書Πɹ内容の中心が明確になるように、段落の役ׂなど
を意識して文章の構成や展開を考える。
書ɹࠜڌを明確にしながら、自分の考えが伝わる文章
になるように工夫する。

ʦݴ語׆ಈʧ�書Ξɹ意見

199～202 6

文๏の૭� ୯語のྨผ・ࢺ ݴ葉Τɹ単語のྨ別について理解する。 203 3



ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

�
ɹ
振
り
返
ỳ
ͯ
見
ͭ
Ί
Δ

খઆ গのの思いग़
（ヘルマンʹヘッセ
［訳］高橋健二）

読Τɹ文章の構成や展開についてࠜڌを明確にして考える。
読Φɹ自分の考えを確かなものにする。

ʦݴ語׆ಈʧ�読Πɹ考えを伝え合う
206～219

5

ಡΈ方を学΅うᶊ 語Γ手・ࢹ 220

話͢・ฉ͘ άϧʔϓ৽ฉ
一年ؒのࣗとクラεを
ৼりฦって

話ฉΞɹ集めた材料を整理し、伝え合う内容をݕ౼する。
ʦݴ語׆ಈʧ�話ฉΠɹ取材・編集会ٞ

222～227

3

書͘ 書Τɹ読み手の立場に立って文章を整える。
ʦݴ語׆ಈʧ�書Ξɹ記・編集 5

Վの言༿ まりのՎ（［歌］ԫ色社会）࢝ 228～229 －

ݴ葉Τɹ単語のྨ別について理解する。 230～242 －

ࢿ
ྉ
ฤ

ಡ
ॻ
ͷ



খ͞なਤॻؗ ㅥ幅広い読書への誘いを示し、学んだことを活用する場を
用意するとともに、読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

244～249

適宜

日本ेਐྨ法ʗ本の構 250～251

খઆ ిंる（重দ清） 252～257

খઆ ͓͡いさΜ（Ճ奈子） 258～265

આ໌ 関൶（ล信）ݰ 266～269

આ໌ ৯ײのΦϊϚトペ（ૣ川文代） 270～273

ਵ この小さなٿの্Ͱ（手Ṃ治） 274～279

文ݹ 記ࣄݹ 280～285

落語のੈք 286～287

落語　桃太郎（もとしたいづみ） 288～291

日本文学名作集 292～295

小ඦਓ一ट 296～301

ࣾ
ձ
ੜ
׆
ʹ
ੜ
͔
͢

著作権と引用 ㅥ「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や、
他教科の学習、ৗ生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し、国語を適切に表現しਖ਼確に
理解する能力の育成や、伝え合う力を高めることを図っ
ている。

302～303

適宜

ϝϞを׆用する 304～305

質問の仕方 306～307

話し合いの形式を選ぶ 308～309

ࣙయを׆用する 310～311

खࢴ・͕͖・ϝーϧの書͖方 312～313

い方・ਪᏏの仕方のࢴ用ߘݪ 314～315

読書ײ文の書͖方 316～317

ࢀ
ߟ
ࢿ
ྉ

学習用語ࣙయ ㅥ国語科の学習を効果的に進める上で役立つ知識を整理し
て示し、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度
の育成を図っている。

318～323

適宜

語ኮの͕り 324～327

Ի図とローϚ字ेޒ 328～329

一年ੜͰ学ぶ字字య 330～341

一年ੜͰ学ぶԻ܇ 342

小学校年ੜͰ学習した字 343

ৗ用字දԻ܇一ཡ 344～356

ৗ用字දද 357

ೋݩ࣍コーυࢀরઌコンςンπ
一ཡ

358～359

ʮ読み方を学ぼうʯ一ཡ 折込

。は、年間を通してバランスよく学習できるよう、各単元に年間�Օ所（各�時間）配置した「字を身につけよう」字の取り立て教材˞

文法のまとめ



編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-84 中学校 国語 国語 2

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し、見通しをもって自覚
的に活用しながら、学びに向かう力を
高めます。

他者との交流・共有を通して、多様な
価値観が共生する社会で生きる力を
高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力
を確実に育成し、言語文化の担い手を
育てます。

主体的に学ぶ 対話を通して学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
通して
学ぶ

深く学ぶ

この教科書は、教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成するために、
次の6点を基本方針として編修しました。

個別最適な学びと協働的な学びの実現個別最適な学びと協働的な学びの実現

編修の基本方針1

現代の国語 2国語 015-82��  ࡾলಊ



1 自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力

 ㅡ「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や、各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち、
自律的に学習を進め、振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感、次の学びへの意欲が
得られるように構成しました。
 ㅡ小学校からの接続に配慮し、基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして、身につけた力
を繰り返し活用しながら、無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう、系統的に
構成しました。

2 活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

 ㅡ多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
 ㅡ各学年のはじめには、基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。
 ㅡ「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には、思考と語彙
に関する解説を設けて、「知識・技能」の確実な習得を図り、豊かな活用への道筋を開いています。

3 かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力

 ㅡ対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を
意識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
 ㅡ考えの異なりを対話によって理解し合い、より創造的な合意を生み出すことができるような学習の
流れを重視しています。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

 ㅡ多様な考えをもつ他者とのかかわりによって、異なる意見を尊重しながら、自分のものの見方・考
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
 ㅡさまざまな価値観が並立するグローバル社会、共生社会の一員として求められる幅広い資質・能
力を育成できるよう、題材を選定し、単元を構成しました。

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

 ㅡ多くの知識を蓄え、技能を習得することとともに、それらを活用して「自分の考え」を形成するこ
とへと展開しています。
 ㅡ「何がわかり、できるようになったか」にとどまらず、「あなたはどのように考えるか」と繰り返し
問い、自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
 ㅡ思考や表現によって「自分の考え」をつくり、対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めて
いくことを目指しています。

6 言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

 ㅡ社会生活の中で読書に親しみ、言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列
しました。
 ㅡ生涯にわたって本を読み続け、さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち、その担い
手となることを願って、学習活動や資料を設定しました。

主
体
的
に
学
ぶ

深
く
学
ぶ

対
話
を
通
し
て
学
ぶ



教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取り上げ、教科書の該当ページ
を示しました。

対照表2

ਤॻのߏ成・༰ ಛにҙを用いͨಛ৭
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

֘Օॴ
（ページ）ྖҬ 文छなͲ ໊ࡐڭ

本
編

読
む
こ
と

ࢻ 名づけられた葉
（新川和江）

 人間個々の存在を「ポプラの葉」として捉え、何千何万の葉
の一枚にすぎないけれど「誰のまねでもない」美しい生き方
を求める詩人のものの見方に出会うことで、個の価値を尊重
して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の
精神を養うことをねらいとしています（第二号）。

22～25

খઆ 小さな手袋
（内海隆一郎）

 「シホ」と「おばあさん」とのせつなくも温かい交流を描いた
教材を読むことを通して、豊かな情操と道徳心を培うととも
に、健やかな身体を養うこと（第一号）、かけがえのない生
命を尊ぶ態度を養うこと（第四号）をねらいとしています。

170～181

খઆ 走れメロス
（太宰治）

 友情と信頼をめぐる葛藤、克己、喜怒哀楽などの心の揺れや
動きが描かれた作品を読むことを通して、人間や生き方につ
いての真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培う
ことをねらいとしています（第一号）。

208～225

ղઆ 短歌の世界
（俵万智）

 我が国固有の言語文化として愛され続けてきた短歌の世界に
ふれ、そのよさと価値を理解することで、伝統と文化を尊重し、
それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他
国を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

64～72
Վ 短歌十首

આ 人間は他の星に住
むことができるの
か

（渡部潤一）

 天文学者たちの探究を記した教材を読むことを通して、幅広
い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養うことをね
らいとしています（第一号）。
 地球が人間にとって貴重な環境であることを論じる教材を読
むことを通して、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全
に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第四号）。

48～55

ใࠂ 壁に残された伝言
（井上恭介）

 「被爆の伝言」が発見された経緯、後世の人々の思いや願い
を描いたルポルタージュを読むことを通して、生命を尊ぶ態
度を養うこと（第四号）、また、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと（第五号）をねらいとしています。

80～87

આ 動物園でできるこ
と

（奥山英登）

 動物園の役割について述べた文章を読むことを通して、生命
を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養う
ことをねらいとしています（第四号）。
 動物園の飼育員の仕事に対する思いや考えにふれることで、
職業および生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養
うことをねらいとしています（第二号）。

190～199

読み方を学ぼう  読みの方略を学ぶことを通して、個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

36, 44, 73, 
100, 134, 182, 

200, 226

我
が
国
の
言
語
文
化

文ݹ 平家物語  戦いの世に生きる者の非情と慈悲の間で揺れ動く心理を描い
た作品を読むことを通して、豊かな情操と道徳心を培うとと
もに（第一号）、生命を尊ぶ態度を養うこと（第四号）をねら
いとしています。

120～133

文 漢詩の世界  漢詩を読み味わうことを通して、伝統と文化を尊重し、それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を
尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことを
ねらいとしています（第五号）。

136～139



ਤॻのߏ成・༰ ಛにҙを用いͨಛ৭
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

֘Օॴ
（ページ）ྖҬ 文छなͲ ໊ࡐڭ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

άϧʔϓ
σΟεΧ
ογϣϯ

互いの考えを尊重
しながら話し合い
を深める

 情報を得る際の適切な手段について話し合うことを通して、
自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、
主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養
うことをねらいとしています（第三号）。

38～41

ϓϨθϯ
ςʔγϣ
ϯ

資料や機器を活用
して効果的に発表
する

 情報を集め整理し、プレゼンテーションする活動を仲間とと
もに進めていくことで、自他の敬愛と協力を重んずるととも
に、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、そ
の発展に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第
三号）。

104～109

書
く
こ
と

手ࢴ・
ϝʔϧ

心をこめてわかり
やすく書く

 相手や目的を意識して手紙やメールを書くことで、自他の敬
愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第三号）。

56～59

ߘ文 複数の情報を関連
づけて根拠を明ら
かに示す

 水問題に関する考えを深めて投稿文を書くことで、生命を尊
び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと

（第四号）、我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと（第五号）
をねらいとしています。

158～160

資
料
編

 ◉幅広い知識を身につけ、自主および自律の精神を養うことに資するものとして、さまざまな学習機
会を捉えて繰り返し活用できる実践的知識や方法とともに、家庭学習を含めた自学自習に役立つ教
材を「資料編」としてまとめました（第一号、第二号）。

255～
折り込み

読書の広場 小さな図書館  「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することを意図し
て、47 冊の本をテーマ別に紹介しています（第一号、第二号、
第三号、第四号、第五号）。

256～261

歌舞伎の世界
歌舞伎　外郎売

 日本が世界に誇る伝統芸能である歌舞伎の世界を楽しむこと
を通して、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我
が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平
和と発展に寄与する態度を養うことをねらいとしています

（第五号）。

292～297

日本文学名作集  奈良時代から現代の小説に至るまで、各時代の代表的な作品
やその冒頭を紹介した年表に親しむことを通して、伝統と文
化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五
号）。

298～301

社会生活に
生かす

著作権と引用  著作権や引用の仕方に関する基礎的な知識を身につけること
で、さまざまな情報源にアクセスし、幅広い知識と教養を身
につけたり、真理を求める態度を養ったりすることをねらい
としています（第一号）。

308～309

質問の仕方  質問を工夫して相互の理解を進め、コミュニケーションを活
発にし、思考を深めることを通して、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）

312～313

話し合いの形式を
選ぶ

 集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ
とで、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

314～315



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

 ㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し、学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では、学習手順を上段に、学習のポイントや参考となる情報

を下段に示すなど情報を整理し、わかりやすく、スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう
工夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり、重要な情報を大きく示したり、図版と図版の間を空け
たりすることで、わかりやすく、見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し、学習者の学習意欲を喚起し、内容の理解を支えています。各学年の「読

み方を学ぼう」や「思考の方法」では、文章での解説は簡潔に示し、わかりやすい図解を用いることで、
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し、誰にでも見やすく、学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け、色だけの違いに頼らず、形の違いや、記号・番号・説明文などの補助的

な手がかりを設けました。
・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し、古典教材の現代語訳では、色覚の特性による見え方の差が少ない青色を

用いました。

二次元コードコンテンツで個別最適な学びを支援

・解説動画、朗読音声、漢字や文法のデジタルドリル、補充教材、ワークシート、参考資料等の豊富
なコンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、個別最適な学びを支援しています。

環境にやさしい教科書

 ㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
 ㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。 

その他の配慮事項

 ㅡ製本は堅牢で、十分な耐久性を備えています。
 ㅡ教材で使用している文字については、独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して、画数や点
画の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3
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、
は
͡
め
の
場
໘
で
は
、
そ
れ
ͧ
れ
ど
の
よ
う
な
ਓ
物
と
し
て

ඳ
か
れ
て
い
る
か
。
メ
ϩ
ε
が
Ԧ

を
出
ൃ
す
る
ま
で
ớ
���
ϖ
ー
ジ
ɾ
��
ߦ
め
Ờ
の
ঀ
ड़
を

ࠜ
ڌ
に
し
て
ま
と
め
よ
う
。

ɹ

�

ຓ
の
݁
ࠗ
ࣜ
の
͋
と
、
ଜ
を
出
ൃ
し
て
か
ら
͚ܐ

い

場͡
ょ
うに

た
ど
Γ
ண
く
ま
で
に
、
メ
ϩ
ε
に

と
ỳ
て
ど
の
よ
う
な
ࠔ

が
͋
ỳ
た
か
、
Օ

ॻ
き
で

ཧ
し
よ
う
。

�

場
໘
の
ల
։
に
ଈ
し
て
、
メ
ϩ
ε
の
৺

の
ม
Խ
を
ଊ
͑
よ
う
。
ま
た
、
メ
ϩ
ε
の
৺


を
表
す
表
現
の
ޮ
Ռ
に
つ
い
て
ߟ
͑
よ
う
。

読
み
方
を
学
ぼ
う

心
情
把
握

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

12読
み
を
深
め
る

3

ɹຊ
จ
の
۩
ମ
త
な
ද
ݱ
を
ந
象
Խ
͠
て
·
と

Ί
る
。

要
す
る
に
、
メ
ロ
ス
は
○
○
だ
。

本
文
の
ど
こ
を
重
視

す
る
か
な
。

˕
文
章
の
構
成
や
展
開
に
即
し
て
人
物
の
心
情
を
捉
え
、
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

˕
登
場
人
物
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
。

走
れ
メ
ロ
ス

メロスは○○だ

抽
象
化本

文
③

本
文
②

本
文
①

ϝϩεの人物像͕

ಡΈऔΕる表ݱなͲ

22�

224-225 07国語2年_学びの道しるべ_走れメロス.indd   224 2023/03/27   10:53

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-84 中学校 国語 国語 2

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1 2 3

⁞̝ આ明文の
基本ߏ ⁞̝ 人物ઃఆ ⁞̝ ճ

 ̝ 人物૬関図  ̝ આ明文の
理ల։

 ̝ ൷的な
読み

̝ 行動ඳࣸ ̝ ૾ ̝ ল略

ロジο֯ࡾ ̝
Ϋ ̝ 図表と文ষ ̝ ۩ମとந

̝ 詩の
表ٕݱ法

̝ 物語の
స ̝ ঢ়گ・എܠ

̝ 情ܠඳࣸ ̝  ̝ ෮

̝ ཁ ̝ ྫ 示
˞ֻけは、ંり
み形式で説明文ࠐ
の「読み方」を示
したものです。

̝ 語り手・
ࢹ ̝ 心情Ѳ

主体的に学ぶ

1 自ら学ぶ力を育てる
ᴷ見通しと振り返り、学びに向かう力

 ㅡ各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し、教材の
最後には学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分でஅ・ධ価し、次に生かすしくみです。
 ㅡ学習指導要領の指導事߲をふまえて学習の系統化を図り、基
礎・基本を段階的に、確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びのಓしる」では、丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

2 活用できる力を育てる
ᴷ学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

 ㅡ「ಡΈ方を学΅う」では、「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書、表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を � 学年
に配置しています。
 ㅡ各方略は、「学びの道
しるべ」の՝題と関連
づけて示しています。
 ㅡרには、「h ಡΈ方を
学΅うʱҰཡ」を示し
ました。

読み方を学ぼう
人物設定説明文の

論理展開想像図表と文章物語の転換点象徴例示心情把握

ʮ読み方ʯ
ղઆ動ը⾣

二次元
コード読書の274ページʮ形ʯ

6

象
徴
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を

一
つ
の
物
に
凝
縮
し
て
表
現
す
る
方

法
で
す
。
形
が
な
く
、
直
接
的
に
は

表
現
し
に
く
い
内
容
を
、
具
体
的
な

物
事
で
間
接
的
に
表
し
ま
す
。

小
説
の
中
に
は
、
象
徴
と
し
て
は

た
ら
い
て
い
る
物
や
場
所
が
出
て
き

ま
す
。
物
や
場
所
か
ら
連
想
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
し
て
、
そ
こ
に

象
徴
さ
れ
た
事
柄
を
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
小
さ
な
手
袋
」
に
は
、
ど
の
よ

う
な
事
柄
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

▼
象
徴
の
は
た
ら
き
に
気
づ
く
と
、

直
接
書
か
れ
て
い
な
い
思
い
や
価

値
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

象
徴

「小さな手袋」における象徴の例

「シホは、おばあさんに会いに、雑木林へ日参するようになっていた」
「あたしがおばあちゃんのショールの中に一緒に入ってると、

とっても暖かいんだって。」
「シホはまるでおばあさんのことを忘れたように雑木林から遠のいた。」

「おばあさんは修道女に泣いて頼んだ」
…

「私」（シホの
お父さん）に
とっての

おばあさんに
とっての

シホに
とっての

❶それぞれの登場
人物にとっての
意味や思いにつ
いて考える。

❷象徴となる物や
場所を表す言葉
のイメージを思
い起こす。

❸象徴としてはたらいている物や場
所などが、作品全体の中で果たし
ている役割や効果について考える。

（意味・価値・思い）

凝縮・圧縮
守って

くれる

手袋

暖かみ

はかなさ

幼さ

小さな 小さな手袋
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での学習の流Εʢࡐڭ֤ ʮྫಡΉ͜とʯʣ

ʮಡΈ方を学΅うʯのҰཡ

εテοϓ� ඪの確ೝ見
通
し

振
り
返
り

目ඪを֬かめてɺ学習のݟ௨しをͪます。

εテοϓ� ༰をଊ͑るߏ

情報を理・֬ ೝしてɺ文ষのߏや༰をͭか
みます。ࣗ 学ࣗ習にରԠした՝をઃఆしています。

εテοϓ� ಡΈをਂめる
文ষをৄしく読みɺର話を௨して༰やߏ

・表ݱの仕方にͭいての理ղを深めます。

εテοϓ� 自の考͑をਂめる
文ষを読Μで理ղしたことをとにɺࣗ 

の考えを深めたりɺ͛たりします。

εテοϓ� 学びをৼΓฦる
ࣗの学習をৼりฦͬてධՁしɺこれから
の学習ੜかします。

ʴα 学びを͛る
スςοϓ1ʙ5までの学習を活用してऔり
みɺ学ͼをߋに͛たりɺ深めたりします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

編修上特に意を用いた点や特色1

ʮಡΈ方を学΅うᶈ ʯʢp.182ʣ

ʮΕϝϩεʯの
ʮ学びのಓしるʯʢp.224ʣ

現代の国語 2国語 015-82��  ࡾলಊ



 ㅡ言葉による見方・考え方をはたらかせ、情報と

たりする方法を「思考の方๏」として示しました。
 ㅡ� 年間を通して、� छྨの「思考の方法」をバラ
ンスよく配置し、各教材の学習活動の文຺にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
 ㅡר頭には、「h 思考の方๏ Ұɦཡ」を示しました。
 ㅡ各教材の「語ኮを๛かに」では、理解できる語
۟と使える語۟のྔを૿やし、語感をຏくため
に、さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話を通して学ぶ

3 かかわる力を育てる
ᴷ対話・合意形成、コミュニケーション能力

 ㅡ日ৗ生活や現代社会における՝題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解ܾしたりする機会
とを充実させました。
 ㅡ第 � 単元には「άϧʔϓσΟεΧογϣϯ」を
設け、話し合いをޮՌ的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

4「共生社会」の一員としてᴷ多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

 ㅡ価値観が多様化するグローバル社会で求められ
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

5「自分の考え」をつくるᴷ思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

 ㅡ日ৗ生活や現代社会における՝題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解ܾしたりする機会
とを充実させました。
 ㅡ全ての教材において、自分の考えを形成する学
習աఔを重視しています。
 ㅡ第 � 単元「ใを͚ؔͮる」では、図表・文
章など多様な情報を関連づけながら、現代の՝
題について考える学習を設定しました。

6  言葉と文化の担い手として ᴷ 豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

 ㅡ資料編の「ಡॻの」には、多様なジϟンルの � 本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれるとと
もに、「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材をࡌܝしています。
 ㅡ多くの教材に二次元コードをࡌܝし、参照先のウΣϒサイト上に、動画や音声、デジタルドリル、図解した
読みの方略や、補充教材として使える資料などを豊富にࡌܝしています。
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意
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意
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͗
な
い
。

ٿ
্
に
は
も
と
も
と
ਫ
の
ଟ
い

Ҭ
と
গ
な
い

Ҭ
が
͋
る
。
ਫ
の
গ
な
い

Ҭ
で
は
ਫ
ෆ


が
ى
こ
Γ
や
す
い
し
、
ਫ
が
ଟ
い

Ҭ
で
も
Ԛ
છ
さ
れ
て
し
ま
͑


͑
る
ਫ
は
গ
な
く
な
る
。

一
方
で
、
ਓ
ޱ
૿
Ճ
と
࢈
ۀ
の
ൃ
ୡ
に
よ
ỳ
て
、

う
ਫ
の
ྔ
は
૿
͑
ଓ
͚
て
い
る
。
一


ʓ

に
は

ࡾ
ʓ
ԯ
ਓ
ͩ
ỳ
た
ਓ
ޱ
が
、
ೋ
ʓ
ʓ


に
は
ೋ
ഒ
Ҏ
্
に
૿
͑
、
ೋ
ʓ
ޒ
ʓ

に
は

ࣣ
ԯ
ਓ
に
な
る
と

༧
想
さ
れ
て
い
る
。
ਓ
間
は
、
ੜ
໋
を
ҡ
࣋
す
る
た
め
に
ඞ
ཁ
な
࠷

ݶ
の
ਫ

の
ଞ
、
手
ચ
い
や
ચ
໘
な

ど
の
Ӵ
ੜ
を
อ
つ
た
め
の
ਫ
を
ؚ
め
て
、
一

一
ਓ

た
Γ
ޒ
ʓ
Ϧ
ỽ
τ
ϧ
の
ਫ
が
ඞ
ཁ
と
さ
れ
て
い
る
。

ҿ
み
ਫ
や
体
を
ચ
う
ਫ
な
ど
の
、
;
ͩ
Μ
の
ੜ
׆
の
中
で
「
ݟ
͑
る
ਫ
」
は
、
ਓ
ޱ
の
૿
Ճ
に
し
た
が
ỳ
て
、


વ
૿
͑
る
Θ
͚
で
͋
る
。

そ
れ
ͩ
͚
で
は
な
い
。

ỳ
て
い
る
こ
と
が
ҙ
ࣝ
さ
れ
に
く
い
「
ݟ
͑
な
い
ਫ
」
も
૿
Ճ
し
ଓ
͚
て
い
る
。

༨
Γ
ؾ
ͮ
か
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
ຖ

৯

て
い
る
ޚ
൧
の
も
と
で
͋
る
ถ
、
ύ
ϯ
の
ݪ
ྉ
と
な

る
小
ഴ
を
ҭ
て
る
と
き
に
も
、
ਫ
は
ඞ
ཁ
ͩ
。
こ
の
よ
う
に
、
Կ
か
を
࡞
る
と
き
に
ඞ
ཁ
な
「
ݟ
͑
な
い

ਫ
」
の
こ
と
を
「
ό
ー
ν
Ỿ
ϧ

Ỽ
ー
λ
ー
ớ
Ծ
想
ਫ
Ờ」
と
い
う
。

ྫ
͑

、
৯
ύ
ϯ
一
ی
を
࡞
る
に
は
、
小
ഴ
ค
ࡾ
ʓ
ʓ
ά
ϥ
Ϝ
を

う
。
そ
の
小
ഴ
ค
ࡾ
ʓ
ʓ
ά
ϥ
Ϝ
を

࡞
る
に
は
、

ࡾ
ʓ
Ϧ
ỽ
τ
ϧ
の
ਫ
が
ඞ
ཁ
と
な
る
。

の
場
߹
は
、
も
ỳ
と
େ
ྔ
の
ਫ
が
ඞ
ཁ
ͩ
。
ܲ
や

ಲ
や
ڇ
は
ਫ
を
ҿ
Ή
し
、
さ
ら
に
、
ਫ
を

ỳ
て
ҭ
て
た
ࠄ
物
を
Ӥ
に
し
て
い
る
か
ら
ͩ
。
Ոか

சͪ
く

が
ҭ
つ
ま

で
に

ỳ
た
ਫ
を
ܭ
ࢉ
す
る
と
、
ಲ

一
ʓ
ʓ
ά
ϥ
Ϝ

た
Γ
ޒ

ʓ
Ϧ
ỽ
τ
ϧ
、
ڇ

一
ʓ
ʓ
ά
ϥ
Ϝ


た
Γ
ೋ
ʓ

ʓ
Ϧ
ỽ
τ
ϧ
に
な
る
。

৯

物
を
࡞
る
の
に
は
、
た
く
さ
Μ
の
ਫ
が
ඞ
ཁ
ͩ
。
࣮
ࡍ
、

ٿ
に
͋
る
ར
༻
Մ

な
୶
ਫ
の
う
ͪ
、

ࣣ
ʓ
ύ
ー
η
ϯ
τ
が
、

ۀ
に

Θ
れ
て
い
る
。

Ξ
メ
Ϧ
Χ
中

෦
に
は
ੈ
ք
༗

の
ࠄ


ଳ
が
͋
Γ
、
τ

Ϟ
ϩ
ί
γ
、
小
ഴ
、
େ
౾
な
ど
が
େ
ྔ
に

5ø÷ø5ù÷
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ྉࢿ

"
ٿ
は
「
ਫ
の


」
ͩ
。
ࢲ
た
ͪ
の
प
Γ
に
は
、
た
く
さ
Μ
の
ਫ
が
͋
る
。
ਫ

は
Ӣ
か
ら
Ӎ
と
な
ỳ
て
େ

に
߱
Γ
、

্
で

の
ྲྀ
れ
を
࡞
Γ
、
ւ
に

͗
、
ਫ

ৠ
ؾ
に
な
ỳ
て
࠶
ͼ
େ
ؾ
に

Γ
、
Ӣ
に
な
る
。
ਫ
は
࢟
を
ม
͑
な
が
ら

ٿ
を
め

͙
ỳ
て
い
る
。
ࢲ
た
ͪ
が
ҿ
Μ
ͩ
Γ
、
إ
を
ચ
ỳ
た
Γ
し
て
い
る
ਫ
も
、
こ
う
し
た

॥

の
中
に
͋
る
。

Լ
に
も
େ
ྔ
の
ਫ
が

͑
ら
れ
て
い
る
し
、

ۃ
や
ೆ
ۃ
な

ど
に
͋
る
ණ
Տ
や
ණ
ࢁ
も
ਫ
ͩ
。「
ਫ
の


」

ٿ
に
は
、
一
࢛
ԯ
ཱ
方
Ω
ϩ

メ
ー
τ
ϧ
と
い
う
、
想
૾
で
き
な
い
΄
ど
の
ਫ
が
͋
る
。

こ
の
「
ਫ
の


」
に
ॅ
み
な
が
ら
も
、
ࢲ
た
ͪ
は
ࠓ
、
ਂ
ࠁ
な
ਫ
ෆ

に
直
໘

し
て
い
る
。
な
ͥ
、
ਫ
が
ෆ

し
て
し
ま
う
の
ͩ
Ζ
う
か
。


ٿ
の
ਫ
の

ࣣ
ɾ
ޒ
ύ
ー
η
ϯ
τ
は
ւ
に
͋
る
。
つ
ま
Γ
、
ਓ
間
が
ҿ
Μ
ͩ
Γ
、


ỳ
た
Γ
す
る
୶
ਫ
は
、

ٿ
の
ਫ
શ
体
の
ೋ
ɾ
ޒ
ύ
ー
η
ϯ
τ
し
か
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
、
そ
の
୶
ਫ
の
ࣣ
ʓ
ύ
ー
η
ϯ
τ
は
ౚ
ỳ
て
い
る
。
ౚ
ỳ
て
い
な
い

୶
ਫ
の
΄
と
Μ
ど
は

Լ
ਫ
で
͋
Γ
、
そ
の
う
ͪ


が

中
ਂ
く
に
͋
ỳ
て
、
ར

༻
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ਓ
間
が
ར
༻
で
き
る
୶
ਫ
は
、
ઙ
い

に
͋
る

Լ
ਫ

と

や
ބ
の
ਫ
で
͋
Γ
、
そ
れ
ら
は

ٿ
શ
体
の
ਫ
の
ʓ
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ʓ
一
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に
す
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���ˋの
୶ਫͲ͜に

ණ
1.75ˋ

ɾপބ
0.016ˋ

Տ
0.0001ˋ

るਫ͑
εϓʔϯ�ഋͩけ

ٿのਫΛ

ւਫ
97.5ˋ

୶ਫ
2.5ˋ

େؾ中
0.001ˋ

Լਫ
0.72ˋ 

0.002ˋ
ੜ物中
0.0001ˋ

ٿのਫの����ˋ͕ւにあるɻ人͕ؒ͑る୶ਫ2.5ˋ
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ͷํ๏ߟࢥ ରԠ͢Δνϟʔτͷྫ
①順序立てる ステップチャート
②比較する 比較チャート
③分類する マトリックス（表）、Ｙチャート
④関連づける イメージマップ、リンクチャート
⑤多角的に見る バタフライチャート、フィッシュボーン
⑥理由づける クラゲチャート
⑦具体化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑧抽象化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑨仮定する キャンディチャート

ʮ思考の方๏ʯのҰཡ

こ
の
「
ਫ
の


」
に
ॅ
み
な
が
ら
も
、
ࢲ
た
ͪ
は
ࠓ
、
ਂ
ࠁ
な
ਫ
ෆ

に
直
໘

େؾ中
0.001

Լਫ
0.72

ٿのਫの����ˋ͕ւにあるɻ人͕ؒ͑る୶ਫ

人͕࣮ؒࡍに͑るਫٿશମの
"

#

ủ̝
̖
ͱ
̗
͕
ಉ
͡
Ứ
ͱ
い
͏
ؔ


"

#

ủ̝
̖
ͱ
̗
͕

ର
Ứ
ͱ
い
͏
ؔ


"

#

ủ̝
̖
だ
か
Β
̗
Ͱ
͋
る
Ứ
ͱ
い
͏

ɹ
ؔ

ớ
Ҽ
果
ؔ

Ờ

Π
ί
ồ
ϧ
や

ҹ
を

͏
ͱ

ཧ
し
や
す
い

ྫ
え
ば
、「
世
界
に
水
不
足
の
ࠃ
が

あ
る
か
ら
日
本
も
水
不
足
」
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

ͦ
う
だ
！
ɹ

ଞ
に
原
因
が
な
い
か
୳
͢

こ
と
が
େ
ࣄ
だ
。

ू
Ί
た

ใ
を

ཧ
し
て
、

水
が
足
り
て
い
る
か
、も
う
Ұ


考
え

し
て
Έ
よ
う
！

投
稿
文
に
͢
る
と
き
は
、

因
果
関
係
に

ؾ
を
つ
け
な
い
と
Ͷ
。

ω
ί
は
か
Θ
い
い
。

だ
か
ら
、ク
ロ
は

か
Θ
い
い！

ͦ
Ε
は
正
し
い
と
は

い
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？


ใ
と

ใ
と
の

関
係
の
さ
ま
͟
ま
な

ද
し
ํ
を
׆
༻
し
よ
う
。

「
日
本
は
降
水
ྔ
が
ଟ
い
か
ら
、

水
が
足
り
て
い
る
」
と
い
う
考
え
も

正
し
い
と
は
い
え
な
い
。

日
本
は
ࢁ
地
が
ଟ
く

ࣼ
が

ٸ
な
地
ܗ
が
ଟ
い
た
Ί
に
、
雨
が

降
っ
て
も
雨
水
は
ւ
に
ྲྀ
Ε
て

ɹ
し
ま
い

͢
い
ん
だ
。

因
果
関
係
の
ଞ
に
も
、

「
Ａ
と
Ｂ
が
ಉ
じ
と
い
う
関
係
」


「
Ａ
と
Ｂ
が

ର
と
い
う
関
係
」

も
さ
ま
͟
ま
な

ใ
を
ѻ
う

と
き
に

に
ཱ
つ
ぞ
。

原
因
と
結
果
が
ٯ
に

な
っ
て
い
な
い
か
֬
か
Ί
る

ɹ
こ
と
も

Ε
ͣ
に
な
！

Ծ
に
、
日
本
が
水
不
足

だ
と
し
て
、
世
界
に
水
不
足
の

ࠃ
が
あ
る
こ
と
が
原
因

ɹ
ɹ
な
の
か
？

ͦ
Ε
は
…
…
。

ଞ
に
原
因
が

あ
る
っ
て
こ
と
？

な
に
!?

1�� ใᴷᴷใを͚ؔͮる
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情報情
報
の

扱
い
方

情
報
を
関
係
づ
け
る


ඪ

ủ
ਫ


Ứỳ
ͯ
Կ
ʁ
Կ
͕
ݪ
Ҽ
ʁ

˕	

จ
ষ
と
ਤ
ද
な
Ͳ
を
݁
ͼ
ͭ
͚
て
ෳ

の

ใ
を
解
ऍ

͢
る
。

˕	


ใ
と

ใ
と
の
ؔ

の
͞
·
͟
·
な
ද
͠
ํ
を
ཧ
解

͠
、

͑
た
い
こ
と
を
໌
֬
に
͢
る
。

水
問
題
に
つ
い
て
最
も
重
要
な

問
題
を
考
え
て
、
投
稿
文
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
で
水
不
足
の

地
域
が
た
く
さ
ん

あ
る
か
ら
、
日
本
も

水
不
足
だ
よ
。

日
本
は
雨
が
た
く
さ
ん

降
る
か
ら
、
水
は

足
り
て
い
る
よ
。

私
は
水
不
足
が

問
題
だ
と
思
う
。

「
Ａ
だ
か
ら
Ｂ
」
と
い
う

原
因
と
結
果
の
関
係
の

こ
と
だ
。

2
人
は
「
Ａ
だ
か
ら
Ｂ
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、

実
は
因
果
関
係
を
正
し
く

使
え
て
い
な
い
ぞ
。

二
人
と
も
因い
ん

果が

関か
ん

係け
い

が

正
し
く
使
え
て
い
な
い！

何
が
間
違
っ
て

い
る
の
？

因
果
関
係
っ
て
？

水
は
足
り
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
？

え
？

ち
ょ
っ
と
待
て
い！

ク
ロ！

水
問
題
で
最
も
重
要
な

問
題
か
…
…
。

何
が
い
ち
ば
ん
重
要

な
問
題
だ
と
思
う
？

難
し
い
な
。

1��
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ඪ

グループディスカッション

あるテーマについて、異なる立場や考えの人たち
が少人数で意見を交換すること。

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
深
め
る
」

た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

˕
ޓ
い
の
ཱ

や
ߟ
͑
を
ଚ
ॏ
͠
な
が
ら

͠
߹
い
を

ਂ
Ί
る
た
Ί
の
ํ
๏
を
ཧ
解
͠
、
׆
༻
͢
る
。

˓
૬
ख
の
ߟ
͑
と
ൺ
ֱ
͠
な
が
ら
ฉ
き
、
ࣗ

の
ߟ
͑

を
·
と
Ί
る
。

άϧʔϓ
σΟεΧοシϣϯ

ޓ
い
の
考
え
を
ଚ
重
し
な
͕
Β


し
߹
い
を
深
め
る

ֶ
ͼ
を
ৼ
り
ฦ
る


し
߹
い
Ͱ
の
ൃ
ݴ
を
ৼ
り
ฦ
る

3
ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

し
߹
い
を
す
る

2
ủ

し
߹
い
の
こ
つ
Ứ
を
ݟ
つ
͚
る

1 ֶ
श
の
ྲྀ
Ε

5

�8
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͓
い
͠
い
ν
Ỿ
ồ
ϋ
ϯ
の
࡞
Γ
ํ
を

る
な
ら
、

ຊ
が
Α
い
か
ಈ
ը
が
Α
い
か
。


ອ
ը
࡞

を
読
Ή
な
ら
、
ࢴ
の
ຊ

が
Α
い
か
ి
ࢠ
書
੶
が
Α
い
か
。


େ

な
思
い
を

͑
る
に
は
、
直
接
ݴ
͏
の
が
Α

い
か
、
ख
ࢴ
ớ
ϝ
ồ
ϧ
な
Ͳ
を
ؚ
Ή
Ờ
が
Α
い
か
。



͠

λ
Π
Ϝ
τ
ϥ
ϕ
ϧ
で
き
る
と
͠
た
ら
、
ա

ڈ
と
ະ
དྷ
Ͳ
ͪ
ら
に
ߦ
き
た
い
か
。


ର
ҙ
ݟ
を
ड़

る

▪例「
で
も
、
…
…
」

▪例「
そ
れ
は
、
…
…
͡
Ỵ
な
い
ʁ
」

˖

受
容
受
容

考
え
を
ड
͚
ೖ
Ε
る

▪例「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

▪例「
֬
か
に
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」

ˑ

理
由

づ
け
理
由

づ
け

ҙ
ݟ
の
ཧ
༝
を
ड़

る

▪例「
ͩ
ỳ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

▪例「
…
…
な
の
で
」

˒

言
い

換
え
言
い

換
え

ৄ
し
͘
ݴ
い

え
る

▪例「
そ
れ
ỳ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」

▪例「
つ
ま
Γ
、
…
…
ỳ
て
こ
と
Ͷ
」

˗

ςʔϚ例


し
߹
い
を
ủ
つ
な
げ
る
Ứớ
Ұ

Ờ

ఏ
Ҋ

「
͡
Ỵ
͋
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

֬
ೝ

「
…
…
ỳ
て
ど
う
い
う
こ
と
ʁ
」

࣭


「
ど
う
し
て
ʁ
」

ଅ
し

「
ʓ
ʓ
さ
Μ
は
ど
う
ʁ
」


し
߹
い
を
ủ
深
め
る
Ứớ
ೋ

Ờ




「
で
も
、
…
…
」

ཧ
༝
ͮ
͚
「
ͩ
ỳ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

ड
容

「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

ݴ
い

え
「
そ
れ
ỳ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」


し
߹
い
を
ủ
ܭ
ը
త
に
ਐ
め
る
Ứớ
ࡾ

Ờ

ܭ
ը

「

し
߹
う
ॱ
൪
は
…
…
」

展
開

「
࣍
は
、
…
…
に
つ
い
て

そ
う
」

ي͖
ಓど

͏

म
ਖ਼
「

を
ݩ
に

そ
う
よ
」


ཧ

「
ҙ
ݟ
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

ˎ
う
な
ͣ
く
、
૬
ͮ
ͪ
を
う
つ
、
إ
を

͚
る
な

ど
、
૬
手
が

し
や
す
い
ฉ
き
方
を
৺
が
͚
ま

し
ょ
う
。

こ
の
ڭ
Պ
ॻ
に
ग़
て
͘
る

ủ

し
߹
い
の
こ
つ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
ྫ

࣍
の
「

し
߹
い
の
こ
つ
」
を
ҙ
ࣝ
し
て
、
ά
ϧ
ー
ϓ
で

し
߹
い
ま
し
ょ
う
。

�

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

し
߹
い
を
す
る

�

��
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͓
い
͠
い
ν
Ỿ
ồ
ϋ
ϯ
の
࡞
Γ
ํ
を

る
な
ら
、

ຊ
が
Α
い
か
ಈ
ը
が
Α
い
か
。


ອ
ը
࡞

を
読
Ή
な
ら
、
ࢴ
の
ຊ

が
Α
い
か
ి
ࢠ
書
੶
が
Α
い
か
。


େ

な
思
い
を

͑
る
に
は
、
直
接
ݴ
͏
の
が
Α

い
か
、
ख
ࢴ
ớ
ϝ
ồ
ϧ
な
Ͳ
を
ؚ
Ή
Ờ
が
Α
い
か
。



͠

λ
Π
Ϝ
τ
ϥ
ϕ
ϧ
で
き
る
と
͠
た
ら
、
ա

ڈ
と
ະ
དྷ
Ͳ
ͪ
ら
に
ߦ
き
た
い
か
。


ର
ҙ
ݟ
を
ड़

る

▪例「
で
も
、
…
…
」

▪例「
そ
れ
は
、
…
…
͡
Ỵ
な
い
ʁ
」

˖

受
容
受
容

考
え
を
ड
͚
ೖ
Ε
る

▪例「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

▪例「
֬
か
に
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」

ˑ

理
由

づ
け
理
由

づ
け

ҙ
ݟ
の
ཧ
༝
を
ड़

る

▪例「
ͩ
ỳ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

▪例「
…
…
な
の
で
」

˒

言
い

換
え
言
い

換
え

ৄ
し
͘
ݴ
い

え
る

▪例「
そ
れ
ỳ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」

▪例「
つ
ま
Γ
、
…
…
ỳ
て
こ
と
Ͷ
」

˗

ςʔϚ例


し
߹
い
を
ủ
つ
な
げ
る
Ứớ
Ұ

Ờ

ఏ
Ҋ

「
͡
Ỵ
͋
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

֬
ೝ

「
…
…
ỳ
て
ど
う
い
う
こ
と
ʁ
」

࣭


「
ど
う
し
て
ʁ
」

ଅ
し

「
ʓ
ʓ
さ
Μ
は
ど
う
ʁ
」


し
߹
い
を
ủ
深
め
る
Ứớ
ೋ

Ờ




「
で
も
、
…
…
」

ཧ
༝
ͮ
͚
「
ͩ
ỳ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

ड
容

「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

ݴ
い

え
「
そ
れ
ỳ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」


し
߹
い
を
ủ
ܭ
ը
త
に
ਐ
め
る
Ứớ
ࡾ

Ờ

ܭ
ը

「

し
߹
う
ॱ
൪
は
…
…
」

展
開

「
࣍
は
、
…
…
に
つ
い
て

そ
う
」

ي͖
ಓど

͏

म
ਖ਼
「

を
ݩ
に

そ
う
よ
」


ཧ

「
ҙ
ݟ
を
ま
と
め
る
と
…
…
」

ˎ
う
な
ͣ
く
、
૬
ͮ
ͪ
を
う
つ
、
إ
を

͚
る
な

ど
、
૬
手
が

し
や
す
い
ฉ
き
方
を
৺
が
͚
ま

し
ょ
う
。

こ
の
ڭ
Պ
ॻ
に
ग़
て
͘
る

ủ

し
߹
い
の
こ
つ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
ྫ

ɹ࣍
の
「

し
߹
い
の
こ
つ
」
を
ҙ
ࣝ
し
て
、
ά
ϧ
ー
ϓ
で

し
߹
い
ま
し
ょ
う
。

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

し
߹
い
を
す
る

�

��
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ඪ

ཧ
༝
ͮ
͚
る

܁
Γ
ฦ
さ
れ
て
い
る
ݴ
༿
や
ݴ
い

͑
ら
れ
て
い
る
ݴ
༿
に
ண

し
て
Ի
読
し
よ
う
。

こ
の
ࢻ
を
い
く
つ
か
に
く
͗
Γ
、
Ի
や
৭
、
ಈ
き
や

が
Γ
を
ࢥ
い
ු
か

な
が
ら
、
そ

れ
ͧ
れ
に
ඳ
か
れ
た

ܠ
を
ଊ
͑
よ
う
。

こ
の
ࢻ
の

ܠ
を
表
現
す
る
の
に
;
さ
Θ
し
い
読
み
方
に
つ
い
て
、
ߟ
͑
た
こ
と
を
ަ
ྲྀ

し
、
࿕
読
し
よ
う
。

ཧ
༝
ͮ
͚
Δ

「
も
し
も
ඦ

が

こ
の
一
ॠ
の
間
に
た
ỳ
た
と
し
て
も

Կな
Μ

の
ෆ
ࢥ
ٞ
も
な
い
ͩ
Ζ

う
」
と
い
う
一
ߦ
と
、
ଞ
の
෦

の
表
現
と
を
ൺ

、
そ
れ
を
も
と
に
、
こ
の
ࢻ
に
つ
い
て

構
造
や
内
容
を
捉
え
る

12読
み
を
深
め
る

3自
分
の
考
え
を
深
め
る

4

ɹࣗ

の
ҙ
ݟ
に
ͭ
い
て
、
ཧ
༝
や
ࠜ
ڌ
を
໌

ら
か
に
͢
る
こ
と
で
、
આ
ಘ
ྗ
を
ߴ
Ί
る
こ
と

が
で
き
る
。

Կ
を

ͱ
に
ͦ
͏
考
え
た
か

ͱ
い
͏
ͱ
ộ
ộ
。

ủ

の
େ
͖
͞
ɾ

͞
Ứủ
ؒ

の
ͱ
り
ํ
Ứủ
Π
ϯ
τ
ω
ồ

γ
ἀ
ϯ
Ứ
な
ど
を
؍

に
し

て
考
え
Α
͏
。

˕
ࢻ
の
表
現
ٕ
๏
ͱ
ͦ
の
効
果
を
ཧ
ղ
し
、
ඳ
か
Ε
た
情
ܠ
を
読
み
औ
る
。

˓
؟
લ
に
展
開
す
る
自
વ
の
࢟
を
捉
え
、

像
๛
か
に
࿕
読
す
る
。

େ
Ѩ
ો

ྫɹ܁Γฦ͞ΕΔݴ
༿ͷલʹؒΛ͓͍ͯɺ
ΏͬͨΓͱಡΉɻ

ཧ༝ᶅ

ཧ༝ᶄ

ཧ༝ᶃ

1��
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ࣗ

の
ҙ
ݟ
に
ͭ
い
て
、
ཧ
༝
や
ࠜ
ڌ
を
໌

ら
か
に
͢
る
こ
と
で
、
આ
ಘ
ྗ
を
ߴ
Ί
る
こ
と

ủ

の
େ
͖
͞
ɾ

͞
Ứủ
ؒ

の
ͱ
り
ํ
Ứủ
Π
ϯ
τ
ω
ồ

γ
ἀ
ϯ
Ứ
な
ど
を
؍

に
し

て
考
え
Α
͏
。

学
び
を
広
げ
る

ߟ
͑
た
こ
と
を
ॻ
こ
う
。


「
େ
Ѩ
ો
」
で
の
ֶ
श
を
௨
し
て
、
ֶ
Μ
ͩ
こ
と
を
ࣗ

の
ݴ
༿
で
ま
と
め
よ
う
。

振
り
返
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

表
現
ٕ
๏
ɾ
情
ܠ

ֶ
ͼ
を
ৼ
り
ฦ
る

ఱ
ؾ
や
ق
અ
、
෩
ܠ
を

み
߹
Θ
ͤ
た
ࢻ
を
࡞
る
と
し
た
ら
、
ど
Μ
な
ఱ
ؾ
や
ق
અ
、
෩
ܠ
を
બ
Ϳ

か
、
ަ
ྲྀ
し
よ
う
。

ಉ
͡

ࣈ
を
܁
り
ฦ
す
ݴ
༿

「
ᤲ
し
ょ
う

ʑし
ょ
う」ớ

���
ϖ
ー
ジ
ɾ
�
ߦ
め
Ờ
は
も
の
ऐ

し
く
෩
が
ਧ
い
た
Γ
、
Ӎ
が
߱
ỳ
た
Γ
す
る
༷

ࢠ
、「
ᖝも
う

ʑも
う
」ớ
���
ϖ
ー
ジ
ɾ
��
ߦ
め
Ờ
は
ݟ
௨

し
も
き
か
な
い
΄
ど
、
Ԏ
や
΄
こ
Γ
、
౬
ؾ
な

ど
が
ཱ
ͪ
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情報との関係を捉えたり、考えを整理したり深め



対照表2

ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

ɹ̍

๛
͔
ʹ

૾
͢
Δ

ࢻ ໊͚ͮらΕͨ༿
（新川和江）

 読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合うɹ
22～25 2

খઆ ηϛϩϯάϗʔϜϧʔϜ
（しるこށ）

 読Ξɹ全体と部分との関に意しながら、登人物の
設定の仕方などを捉える。
 読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合うɹ

26～35
4

ಡΈ方を学΅うᶃ ਓઃఆ 36

言༿ൃ見̍ 話し言葉と書き言葉  言葉Πɹ話し言葉と書き言葉の特について理解する。 37 1

話͢・ฉ͘ άϧʔϓσΟεΧογϣϯ
互いの考えを尊重しながら話し
合いを深める

 話ฉΤɹ話し手の考えとൺֱしながら考えをまとめる。
 話ฉΦɹ互いの立や考えを尊重しながら話し合い、݁
論を導くために考えをまとめる。

ʦ言語活動ʧ話ฉΠɹٞ論ɹ

38～41 4

ɹ̎

Θ
͔
り

͢
͘

͑
Δ

ಡΈ方を学΅うᶄ આ໌文のཧల։
Ӊにͨ͘ߦめのૉࡐ

（നੴࢠل）

 読Ξɹ全体と部分との関に意しながら、主ுとྫ示
の関などを捉える。
 読Τɹ文章をൺֱし、構成や論理の展開、表現のޮՌに
ついて考える。

ʦ言語活動ʧ読Ξɹ考えたことを説明する

44～47 1

આ ਓؒ他のにॅΉ͜とが
できるのか

（渡部潤一）
48～55 4

書͘ 手ࢴ・ϝʔϧ
心をこめてわかりやすく書く

 書Πɹ段མ相互の関を明確にし、文章の構成や展開を
工夫する。
 書Τɹ読み手の立に立って文章を整える。

ʦ言語活動ʧ書Πɹ手紙・メール

56～59 4

言༿ൃ見̎ 言葉のはたらきとίϛϡχέー
γϣϯ

 言葉Ξɹ相手のߦ動をଅすはたらきがあることにؾづく。
 言葉Πɹ話し言葉と書き言葉の特について理解する。 60～61 1

ɹ̏


ͷ
ͷ
見
ํ
・
ײ
ੑ
Λ
ཆ
͏

ղઆ Վのੈք
（俵万智）

 読Τɹ文章をൺֱし、構成や論理の展開、表現のޮՌに
ついて考える。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ引用して解説するɹ

64～66

3ίϥϜ Իの数え方と۟れ 67

Վ Վेट 68～72

ಡΈ方を学΅うᶅ ૾ 73

書͘ Վ・ആ۟
表ݱの仕方をして๛かに表
す

 書ɹ表現のޮՌを考えて描ࣸするなど、考えが伝わる
文章になるように工夫する。
 書Φɹ表現の工夫とそのޮՌなどについて、自分の文章
のよい点やվળ点を見いだす。

ʦ言語活動ʧ書ɹ創作ɹ

74～78 5

文๏の૭̍ 用言の活用  言葉Φɹ単語の活用について理解する。 79 3

報ࠂ นに͞Εͨ言
（井上恭介）

 読Ξɹ全体と部分との関に意しながら、主ுとྫ示
の関などを捉える。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Ξɹ考えたことをまとめる

80～87 3

ݧのಡॻମࢲ 生֔の༑とग़会う
（小川༸ࢠ）

 読Φɹ文章を読んで理解したことや考えたことを知識や
経ݧと݁びつけ、自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読ɹ本や新聞、インターωットなどから集め
た情報を活用する

88～89 1

ɹ̐


ཧ
的
ʹ
ߟ
͑
Δ

આ ຯຯ覚͚ͩでܾまらない
（源Տږ）

 読ɹ文章と図表などを݁びつけ、内容を解ऍする。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Ξɹ考えたことをまとめるɹ

92～99
4

ಡΈ方を学΅うᶆ ਤ表と文ষ 100～101

言༿ൃ見̏ 語のҙຯと種ྨܟ  言葉Ξɹ言葉には、相手のߦ動をଅすはたらきがあるこ
とにؾづく。
 言葉Χɹ敬語のはたらきについて理解し、使う。

102～103 1

話͢・ฉ͘ ϓϨθϯςʔγϣϯ
資料や機器を活用して効果的に
発表する

 話ฉΠɹࠜڌの適切さや論理の展開などに意して、話
の構成を工夫する。
 話ฉɹ資料や機ثを用いるなどして表現を工夫する。

ʦ言語活動ʧ話ฉΞɹ説明・提Ҋ

104～109 5



ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

ɹ̑

ݹ
య
ʹ
学
Ϳ

文ݹ ປࢠ・ెવ  言語文ԽΞɹ作品の特を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 言語文ԽΠɹ古典に表れたものの見方や考え方を知る。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合うɹ

112～119 4

文ݹ ฏՈ語  言語文ԽΞɹ作品の特を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 言語文ԽΠɹ古典に表れたものの見方や考え方を知る。
 読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合う

120～133

5
ಡΈ方を学΅うᶇ 語のస 134

ίϥϜ ͋の人の歌 135

文 のੈքࢻ  言語文ԽΞɹ作品の特を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 言語文ԽΠɹ古典に表れたものの見方や考え方を知る。
 読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合う

136～139

3

文のಡΈ方 漢詩の形式  言語文ԽΞɹ作品の特を生かして朗読し、古典の世界
に親しむ。
 読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。

140～141

のし͘Έ̍ࣈ ख़語のߏ・ख़܇ࣈ  言葉ɹৗ用漢字（��� 字ʙ4�� 字）を読む。小学校で
学んだ漢字を書き、使う。
 言葉Τɹந的な֓೦を表す語۟のྔを૿すとともに、
語感をຏき語彙を豊かにする。

142～143 1

ɹ̒


ใ
Λ
ؔ

ͮ
͚
Δ

ղઆ ϚϯΨɹใのѻい方  読ɹ文章と図表などを݁びつけ、内容を解ऍする。
ʦ言語活動ʧ読Ξɹ理解したことを説明する 146～147 1

આ Ұʓʓޙのਫをकる
（࢘本३ڮ）

 読Πɹ目的にԠじてෳ数の情報を整理し内容を解ऍする。
ʦ言語活動ʧ読Ξɹ考えたことをまとめるɹ 148～153

2
આ ҿΈਫෆしているか

（ԭ大װ）
 読Πɹ目的にԠじてෳ数の情報を整理し内容を解ऍする。

ʦ言語活動ʧ読Ξɹ考えたことをまとめるɹ 154～155

ਤ表 ਫにؔするࢿྉ 読ɹ文章と図表などを݁びつけ、内容を解ऍする。
ʦ言語活動ʧ読ɹ考えたことを説明する 156～157 1

書͘ ߘ文
複数の情報を関連づけて根拠を
明らかに示す

 書Ξɹ多様な方法で集めた材料を整理し、伝えたいこと
を明確にする。
 書Φɹ表現の工夫とそのޮՌなどについて、自分の文章
のよい点やվળ点を見いだす。

ʦ言語活動ʧ書Ξɹ投稿

158～160 5

文๏の૭̎ ॿࢺ・ॿ動ࢺのはたらき  言葉Φɹ助ࢺや助動ࢺなどのはたらき、文の構成につい
て理解するとともに、話や文章の構成や展開について理
解を深める。

161 3

ɹ̓

ಡ
Έ
Λ
深
Ί
߹
͏

ࢻ େѨો
（三達治）

 読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合うɹ
164～167 2

言༿ൃ見̐ ྨٛ語・ରٛ語ɺଟٛ語  言葉Τɹந的な֓೦を表す語۟のྔを૿すとともに、
ྨٛ語と対ٛ語、ಉ音異ٛ語や多ٛ的な意味を表す語۟
などについて理解して使う。

168～169 1

খઆ খ͞な手ା
（内海隆一郎）

 読Ξɹ全体と部分との関に意しながら、登人物の
設定の仕方などを捉える。
 読Πɹ登人物の言動の意味などを考えて内容を解ऍす
る。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合う

170～181
4

ಡΈ方を学΅うᶈ  182

書͘ ࡞文
読みたくなるしくみをする

 書Πɹ文章の構成や展開を工夫する。
 書Φɹ表現の工夫とそのޮՌなどについて、自分の文章
のよい点やվળ点を見いだす。

ʦ言語活動ʧ書ɹ創作ɹ

183～186 5

ಡॻ活ಈ ϏϒϦΦότϧ  話ฉΞɹ社会生活の中から話題をܾめる。
 話ฉΠɹࠜڌの適切さや論理の展開などに意して、話
の構成を工夫する。

ʦ言語活動ʧ話ฉΞɹ提Ҋɹ

187 3



ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

ɹ̔

ࢹ

Λ

͛
Δ

આ ಈԂでできる͜と
（奥山英登）

 読Ξɹ全体と部分との関に意しながら、主ுとྫ示
の関などを捉える。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Ξɹ考えたことをまとめるɹ

190～199
5

ಡΈ方を学΅うᶉ ྫࣔ 200

書͘ આ文
して考えを伝えるをߏ

 書Πɹ段མ相互の関を明確にし、文章の構成や展開を
工夫する。
 書ɹࠜڌの適切さを考えて説明や۩体ྫをՃえるなど、
考えが伝わる文章になるように工夫する。

ʦ言語活動ʧ書Ξɹ意見

201～204 6

のし͘Έ̎ࣈ ख़語の読み  言葉ɹৗ用漢字（��� 字ʙ4�� 字）を読む。小学校で
学んだ漢字を書き、使う。
 言葉Τɹந的な֓೦を表す語۟のྔを૿すとともに、
ಉ音異ٛ語などについて理解して使い、語感をຏき語彙
を豊かにする。

205 1

ɹ̕

振
り
返
ỳ
ͯ
見
ͭ
Ί
Δ

খઆ Εϝϩε（太宰治）  読Τɹ構成や論理の展開、表現のޮՌについて考える。
 読Φɹ自分の考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語活動ʧ読Πɹ考えたことを伝え合う

208～225

5
ಡΈ方を学΅うᶊ ৺Ѳ 226

ίϥϜ ʮ走れメロスʯとγϥーのʮ人質ʯ 227

ଠ࣏࠻の世界 228

話͢・ฉ͘ ใࢽ
Ҭのັྗをৼりฦͬて

 話ฉΞɹ異なる立や考えを定しながら、伝え合う内
容をݕ౼する。

ʦ言語活動ʧ話ฉΠɹ取材・編集会ٞ 230～235

3

書͘  書Τɹ読み手の立に立って文章を整える。
ʦ言語活動ʧ書Ξɹ編集

5

Վの言༿ ॓ （໋ʦ歌ʧ0GGJDJBMஉEJTN） 236～237 －

 言葉Φɹ単語の活用、助ࢺや助動ࢺなどのはたらき、文
の構成について理解するとともに、話や文章の構成や展
開について理解を深める。

238～254 －

ࢿ
ྉ
ฤ

ಡ
ॻ
ͷ



খ͞なਤॻؗ  ㅥ幅広い読書への誘いを示し、学んだことを活用するを
用意するとともに、読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

256～261

適宜

日本十ਐྨ法ʗ本のߏ 262～263
খઆ ੨いΠϯΫ（٢ాಞ߂） 264～273
খઆ 形（٠） 274～276
આ ਫాのしくみを୳る（Ԭູ࡚） 277～280
આ のඒと心（ਗ਼川ኍथ）͗ܧۚ 281～285
文ݹ ಹਢ༩Ұ 「K平家物語」より 286～291

歌舞伎の世界 292～293
歌舞伎　外郎売 294～297
日本文学名作集 298～301
小ඦ人Ұ首 302～307

ࣾ
ձ
ੜ
׆
ʹ
ੜ
͔
͢

著作権と引用  ㅥ「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や、
他教科の学習、日ৗ生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し、国語を適切に表現しਖ਼確に
理解する能力の育成や、伝え合う力をߴめることを図っ
ている。

308～309

適宜

メϞを活用する 310～311
質問の仕方 312～313
話し合いの形式を選ぶ 314～315
ࣙయを活用する 316～317
手ࢴ・はがき・メーϧの書き方 318～319
い方・ਪᏏの仕方のࢴ用ߘݪ 320～321
読書ײ文の書き方 322～323

ࢀ
ߟ
ࢿ
ྉ

学習用語ࣙయ  ㅥ国語科の学習をޮՌ的に進める上で役立つ知識を整理し
て示し、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度
の育成を図っている。

324～329

適宜

語ኮのがり 330～331
ೋ年ੜで学ぶ漢ࣈࣈయ 332～341
ೋ年ੜで学ぶԻ܇ 342
小学校年ੜで学習した漢ࣈ 343
ৗ用漢ࣈ表Ի܇Ұཡ 344～356
ৗ用漢ࣈ表表 357
ೋݩ࣍ίーυࢀরઌίϯςϯπҰཡ 358～359
ʮ読み方を学ぼうʯҰཡ 折込

˞漢字の取り立て教材「漢字を身につけよう」は、年間を通してバランスよく学習できるよう、各単元に年間 � Օ所（各 � 時間）配置した。

文法のまとめ



編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-85 中学校 国語 国語 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

学び方を習得し、見通しをもって自覚
的に活用しながら、学びに向かう力を
高めます。

他者との交流・共有を通して、多様な
価値観が共生する社会で生きる力を
高めます。

知識・技能と思考力・判断力・表現力
を確実に育成し、言語文化の担い手を
育てます。

主体的に学ぶ 対話を通して学ぶ

深く学ぶ

主体的に
学ぶ

自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力1

活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充2

かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力3

「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり4

「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ5

言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展6

対話を
通して
学ぶ

深く学ぶ

この教科書は、教育基本法に掲げられた目標及び学習指導要領の目標を達成するために、
次の6点を基本方針として編修しました。

個別最適な学びと協働的な学びの実現個別最適な学びと協働的な学びの実現

編修の基本方針1

三省堂  �������9 ޠࠃ3 ޠࠃͷݱ



1 自ら学ぶ力を育てる─見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ「領域別教材一覧」に示した「つけたい力」や、各教材の冒頭に示した目標によって見通しをもち、
自律的に学習を進め、振り返ることによって身につけた力の自覚と達成感、次の学びへの意欲が
得られるように構成しました。
ㅡ小学校からの接続に配慮し、基礎・基本を確実に習得する学習からスタートして、身につけた力
を繰り返し活用しながら、無理なく段階的に国語の力を伸ばしていくことができるよう、系統的に
構成しました。

2 活用できる力を育てる─学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ多様な学習活動に活用できる「学び方」を身につけることを重視しています。
ㅡ各学年のはじめには、基本となる「読み方」に焦点化して学習する「プレ教材」を設定しました。
ㅡ「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材や ｢読むこと」教材の「学びの道しるべ」には、思考と語彙
に関する解説を設けて、「知識・技能」の確実な習得を図り、豊かな活用への道筋を開いています。

3 かかわる力を育てる─対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ対話・交流・共有によって学習を進めていくことを大切にしています。相手や目的などの条件を
意識して的確に表現する力を育成できるようにしました。
ㅡ考えの異なりを対話によって理解し合い、より創造的な合意を生み出すことができるような学習の
流れを重視しています。

4「共生社会」の一員として─多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ多様な考えをもつ他者とのかかわりによって、異なる意見を尊重しながら、自分のものの見方・考
え方を拡充できるような学習活動や教材を設定しました。
ㅡさまざまな価値観が並立するグローバル社会、共生社会の一員として求められる幅広い資質・能
力を育成できるよう、題材を選定し、単元を構成しました。

5「自分の考え」をつくる─思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ多くの知識を蓄え、技能を習得することとともに、それらを活用して「自分の考え」を形成するこ
とへと展開しています。
ㅡ「何がわかり、できるようになったか」にとどまらず、「あなたはどのように考えるか」と繰り返し
問い、自分自身にとっての切実な問題として学習が成立するように構成しました。
ㅡ思考や表現によって「自分の考え」をつくり、対話を繰り返しながら自己認識と他者理解を深めて
いくことを目指しています。

6 言葉と文化の担い手として─豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ社会生活の中で読書に親しみ、言語文化にふれて自らを豊かにする誘いとなるような教材を配列
しました。
ㅡ生涯にわたって本を読み続け、さまざまな言語文化にみずみずしい興味・関心をもち、その担い
手となることを願って、学習活動や資料を設定しました。

主
体
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に
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深
く
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ぶ

対
話
を
通
し
て
学
ぶ



教育基本法第 2 条各号に示す教育の目標との対照について、主な教材を取りあげ、該当ページを示しま
した。

対照表2

ਤॻのߏ成・༰ ಛにҙを用いͨಛ৭
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。
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本
編

読
む
こ
と

ࢻ 初恋
（島崎藤村）

文語のリズムで綴られた豊かで美しい詩を読むことを通して、
幅広い知識と教養を身につけ、豊かな情操を培うことをねら
いとしています（第一号）。

166～168

খઆ 握手
（井上ひさし）

誠実さと無償の愛を貫く登場人物の姿をエピソードを織り交
ぜて情感深く描いた作品を読むことを通して、豊かな情操と
道徳心を培うこと（第一号）、また、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を
養うとともに、職業および生活との関連を重視し、勤労を重
んずる態度を養うこと（第二号）をねらいとしています。

28～41

খઆ 故郷
（魯迅 ［訳］竹内好）

時代の変化の中で社会のあり方や生きることの意味を問う作
品を読むことを通して、正義と責任、男女の平等、自他の敬
愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと
をねらいとしています（第三号）。

172～189

ղઆ

ആ۟

俳句の世界
（夏井いつき）
俳句十句

我が国固有の言語文化として愛され続けてきた俳句の世界に
ふれ、そのよさと価値を理解することで、伝統と文化を尊重
し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、
他国を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

72～80

આ 間の文化
（長谷川櫂）

「間」という観点で、日本の文化の特徴と美点を西洋と対比
しながら論じる文章を読むことを通して、伝統と文化を尊重
し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、
他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う
ことをねらいとしています（第五号）。

56～63

ਵ 海を越えた故郷の
味
（安田菜津紀）

戦争の続く厳しい環境下にあっても変わらない食を通じた心
の交流と、その意義を説いた文章を読むことを通して、伝統
と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛
するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与
する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

88～95

આ フロン規制の物語
（神里達博）

地球環境を守るためのフロンの規制の是非と、科学的な知識
や技術との向き合い方について書かれた文章を読むことを通
して、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する
態度を養うことをねらいとしています（第四号）。

100～109

આ 私とは何か
（平野啓一郎）

「私」とは何かを問い、個人に対して「分人」という考え方を
提唱する文章を読み考えることを通して、幅広い知識と教養
を身につけ、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心
を培うとともに、健やかな身体を養うことをねらいとしてい
ます（第一号）。

194～201

読み方を学ぼう 読みの方略を学ぶことを通して、個人の価値を尊重して、そ
の能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を養
うことをねらいとしています（第二号）。

42, 52, 81, 
110, 140, 

190

我
が
国
の

言
語
文
化

文ݹ 和歌の世界──
万葉集・古今和歌
集・新古今和歌集

我が国の美しい自然や豊かな心を描いた伝統的な言語文化で
ある和歌の世界にふれ、そのよさと価値を理解することを通
して、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する
態度を養うこと（第四号）、また、伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うこと
（第五号）をねらいとしています。

118～127



ਤॻのߏ成・༰ ಛにҙを用いͨಛ৭
＊教育基本法第2条各号に関連する学習のねらいを示します。

֘Օॴ
（ページ）ྖҬ 文छなͲ ໊ࡐڭ

本
編

我
が
国
の

言
語
文
化

文 論語 我が国に古くから親しまれている論語を読み味わうことを通し
て、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷
土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展
に寄与する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

142～144

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

άϧʔϓ
σΟεΧ
ογϣϯ

合意形成に向けて
話し合いを計画的
に進める

課題解決のための方策について話し合い、互いに協力して合
意を形成しようとする活動を通して、自他の敬愛と協力を重
んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養うことをねらいとし
ています（第三号）。

46～49

ύϒϦο
Ϋεϐʔ
Ωϯά

状況に応じて話す
力を養う

公の場で自分の町の魅力と社会問題に対する主張を伝える学
習活動を通して、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと（第三号）、
また、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこ
とをねらいとしています（第四号）。

112～115

書
く
こ
と

՝࡞文 条件に応じて説得
力のある文章を書
く

図表を読み取って自分の考えをまとめ、交流する活動を通し
て、幅広い知識と教養を身につけ、真理を求める態度を養い、
豊かな情操と道徳心を培うこと（第一号）、また、個人の価
値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主およ
び自律の精神を養うこと（第二号）をねらいとしています。

64～69

൷ධ文 観察・分析を通し
て評価する

社会生活の中から対象を選び、観察・分析を重ねながら批評
文を書くことを通して、幅広い知識と教養を身につけ、真理
を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うこと（第一
号）、また、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参
画し、その発展に寄与する態度を養うこと（第三号）をねら
いとしています。

82～85

資
料
編

◉幅広い知識を身につけ、自主および自律の精神を養うことに資するものとして、さまざまな学習機
会を捉えて繰り返し活用できる実践的知識や方法とともに、家庭学習を含めた自学自習に役立つ教
材を「資料編」としてまとめました（第一号、第二号）。

243～
折り込み

読書の広場 小さな図書館 「幅広い知識と教養」「真理の探求」「豊かな情操と道徳心」「勤
労の精神」「生命や自然」「伝統と文化」「国際社会の平和」な
どを尊重し涵養するための読書活動を推進することを意図し
て、47冊の本をテーマ別に紹介しています（第一号、第二号、
第三号、第四号、第五号）。

244～249

能・狂言の世界
狂言　柿山伏

日本が世界に誇る伝統芸能である狂言の世界に親しむことを通
して、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と
郷土を愛する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

288～295

日本文学名作集 奈良時代から現代の小説に至るまで、各時代の代表的な作品
やその冒頭を紹介した年表に親しむことを通して、伝統と文
化を尊重する態度を養うことをねらいとしています（第五号）。

296～299

社会生活に
生かす

著作権と引用 著作権や引用の仕方に関する基礎的な知識を身につけること
で、さまざまな情報源にアクセスし、幅広い知識と教養を身
につけたり、真理を求める態度を養ったりすることをねらい
としています（第一号）。

306～307

質問の仕方 質問を工夫して相互の理解を進め、コミュニケーションを活
発にし、思考を深めることを通して、個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、自主および自律の精神を
養うことをねらいとしています（第二号）。

310～311

話し合いの形式を
選ぶ

集団におけるさまざまなコミュニケーションの形式を学ぶこ
とで、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に
基づき、主体的に社会の形成に参画する態度を養うことをね
らいとしています（第三号）。

312～313



全ての学習者が学習しやすい紙面づくり

ㅡユニバーサルデザインに配慮しています。特別支援教育ならびにカラーユニバーサルデザインの専
門家の指導と校閲のもと、誰もが使いやすい教科書となるよう工夫しました。

特別支援教育への配慮

・各教材の冒頭に学習のねらいを提示し、学習活動の手順を丁寧に示しました。
・「話すこと・聞くこと」「書くこと」教材では、学習手順を上段に、学習のポイントや参考となる情報
を下段に示すなど情報を整理し、わかりやすく、スムーズな学習指導に資するレイアウトとなるよう
工夫しました。

・情報のまとまりを線で囲んだり太字にしたり、重要な情報を大きく示したり、図版と図版の間を空け
たりすることで、わかりやすく、見やすくしています。
・挿絵・図版を適所に配置し、学習者の学習意欲を喚起し、内容の理解を支えています。各学年の「読
み方を学ぼう」や「思考の方法」では、文章での解説は簡潔に示し、わかりやすい図解を用いることで、
内容を視覚的に捉えられるように工夫しました。

カラーユニバーサルデザインへの対応

・色覚の特性を考慮し、誰にでも見やすく、学びやすい配色となるよう工夫しました。
・識別しにくい配色は避け、色だけの違いに頼らず、形の違いや、記号・番号・説明文などの補助的
な手がかりを設けました。
・色の濃淡や罫線の使い分けなどで違いが明確になるようにしました。
・識別しやすい色を追究し、古典教材の現代語訳では、色覚の特性による見え方の差が少ない青色を
用いました。

二次元コードコンテンツで個別最適な学びを支援

・解説動画、朗読音声、漢字や文法のデジタルドリル、補充教材、ワークシート、参考資料等の豊富
なコンテンツを参照先で提供し、学びを深めるとともに、個別最適な学びを支援しています。

環境にやさしい教科書

ㅡ用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法に配慮した、環境にやさしい紙を使
用しています。
ㅡインキについては、植物由来の油および、それらを主体とする廃食用油等をリサイクルした再生油を
含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用しています。

その他の配慮事項

ㅡ製本は堅牢で、十分な耐久性を備えています。
ㅡ教材で使用している文字については、独自の明朝体・ゴシック体・教科書体を開発して、画数や点
画の方向等においても誤解が生じないようにしました。

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3
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想
૾
し
よ
う
。

ᶃ
ഄ
া
が

に
し
た
も
の
を
ଊ
え
る
。

ᶄ
ഄ
া
が
想
૾
し
て
い
る
こ
と
を
ߟ
え
る
。

ᶅ
ഄ
া
の
思
い
を
想
૾
す
る
。

ߏ
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ɹ
ൺ
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の
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を
明
確
に
す
る
͜
と
に
Α
ỳ
て
、

ͦ
Ε
ͧ
Ε
の

ࣄ
の
ಛ

が

ỳ
き
Γ
す
る
。
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͠
ͯ
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ݹ
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ͷ
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͠
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の
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そ
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ͱ
͍
͏
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ͱ
…
…
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-85 中学校 国語 国語 3

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

1 2 3

⁞̝ 説໌文の
基本ߏ ⁞̝ ਓ物ઃఆ ⁞̝ ճ

 ̝ ਓ物૬関図  ̝ 説໌文の
論理ల։

 ̝ ൷的な
読み

̝ 行ಈඳࣸ ̝ ૾ ̝ ল略

ロジο֯ࡾ ̝
Ϋ ̝ 図දと文章 ̝ ۩ମとந

のࢻ ̝
දٕݱ法

̝ 物語の
స ̝ 状況・എܠ

̝ ܠඳࣸ ̝  ̝ ෮

̝ ཁ ̝ ྫ 示
˞ֻけは、ંり
み形式で説明文ࠐ
の「読み方」を示
したものです。

̝ 語Γ手・
ࢹ ̝ ৺握

主体的に学ぶ

1 自ら学ぶ力を育てる
ᴷ見通しと振り返り、学びに向かう力

ㅡ各教材冒頭に「つけたい力」として学習目標を提示し、教材の
最ޙには学習を振り返る機会を設けました。身についた力を
自分でஅ・評価し、次に生かすしくみです。
ㅡ学習指導要領の指導߲ࣄをふまえて学習の系統化を図り、基
礎・基本を段階的に、確実に習得できるようにしました。「読
むこと」教材の「学びのಓしる」では、丁寧かつ簡潔に学習
のプロセスを示しました。

2 活用できる力を育てる
ᴷ学び方を学ぶ、言葉で考える力、語彙の拡充

ㅡ「ಡΈ方を学΅う」では、「何をどのように読めば力がつくの
か」という読みの方略を図解で示しました。他教材や自主的
な読書、表現活動など
で繰り返し活用できる
全 22 の方略を � 学年
に配置しています。
ㅡ各方略は、「学びの道
しるべ」の課題と関連
づけて示しています。
ㅡרには、「h ಡΈ方を
学΅うʱҰཡ」を示し
ました。

読み方を学ぼう 1
回想批判的な読み省略具体と抽象状況･背景反復

ʮ読み方ʯ
ղ説ಈ画⾣

ೋݩ࣍
ίʔυ読書の260ページʮߴ

㆟ㆉ


㆛

स
ㆶㆭ

ʯ

「握手」における回想の例

回
想
と
は
、
自
分
が
経
験
し
た
過

去
の
で
き
ご
と
を
思
い
出
す
こ
と
で

す
。
小
説
の
中
の
時
間
は
、
ま
っ
す

ぐ
進
む
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
回
想
と

い
う
か
た
ち
で
過
去
の
話
が
は
さ
み

込
ま
れ
る
な
ど
、
時
間
の
順
序
が
組

み
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。過

去
の
で
き
ご
と
を
効
果
的
に
は

さ
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
で

き
ご
と
を
意
味
づ
け
た
り
、
印
象
深

く
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
握
手
」
で
は
、
昔
の
思
い
出
が
、

ど
の
よ
う
に
現
在
の
話
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

˝
回
想
に
注
意
し
て
で
き
ご
と
の
順

序
を
整
理
す
る
と
、
作
品
の
構
造

と
展
開
が
明
確
に
つ
か
め
る
。

回
想

話の方向

上野公園の西洋料理店でのルロイ修道士と「私」の会話。

そして、それに続く上野駅での別れ。
現在

近い
過去

遠い
過去

遠い
過去

遠い
過去

遠い
過去

近い
過去

͜ͷʮ͍ۙաڈʯ
 � લͷࣜ
ͷɻ

͜ͷʮ͍ۙաڈʯ
ʮࡏݱʯ͔Β͍͑

�ͱগ͠લͷɻ

͜ΕΒͷʮԕ͍աڈʯ
ʮࢲʯͷগ࣌ͷ
ɻ

入
園
時
の
握
手

ル
ロ
イ
修
道
士
の
て
の
ひ
ら

ル
ロ
イ
修
道
士
の
爪

天
使
園
か
ら
抜
け
出
し
た
事
件

…
…
な
ど

「
ま
も
な
く
一
周
忌
で
あ
る
。」

「
葬
式
で
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
と
き
、
…
…
」

��
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での学習の流Εʢࡐڭ֤ ʮྫಡΉ͜とʯʣ

ʮಡΈ方を学΅うʯのҰཡ

εテοϓ� ඪの確ೝ見
通
し

振
り
返
り

目ඪを֬かめてɺ学習のݟ通しをͪます。

εテοϓ� ༰をଊ͑るߏ

ใを理・֬ ೝしてɺ文章のߏ༰をͭか
みます。ࣗ 学ࣗ習にର応した՝をઃఆしています。

εテοϓ� ಡΈをਂめる
文章をৄしく読みɺର話を通して༰ߏ

成・දݱの仕方にͭいての理ղをਂめます。

εテοϓ� 自の考͑をਂめる
文章を読ΜͰ理ղした͜とをとにɺࣗ 分

のߟえをਂめたΓɺ͛たΓします。

εテοϓ� 学びをৼΓฦる
ࣗ分の学習をৼΓฦͬて評価しɺ͜ Εから
の学習ੜかします。

ʴα 学びを͛る
εςοϓ1ʙ5まͰの学習を׆用してऔΓ
みɺ学ͼをߋに͛たΓɺਂ めたΓします。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

編修上特に意を用いた点や特色1

ʮಡΈ方を学΅うᶃ ճʯʢp.42ʣ

ʮ͓͘の΄ͦಓʯの
ʮ学びのಓしるʯʢp.138ʣ

三省堂  �������9 ޠࠃ3 ޠࠃͷݱ



ㅡ言༿による見方・考え方をはたらかͤ、情報と

たりする方法を「思考の方๏」として示しました。
ㅡ�年間を通して、�छྨの「思考の方法」をバラ
ンスよく配置し、各教材の学習活動の文຺にそ
って活用できるように図解を中心に示しました。
ㅡר頭には、「h 思考の方๏ Ұɦཡ」を示しました。
ㅡ各教材の「語ኮを๛かに」では、理解できる語
句と使える語句のྔを૿やし、語感をຏくため
に、さまざまなテーマで教材に関連した語彙を
取り上げました。

対話を通して学ぶ

3 かかわる力を育てる
ᴷ対話・合意形成、コミュニケーション能力

ㅡ日ৗ生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実さͤました。
ㅡ第 �単元には「άϧʔϓσΟεΧογϣϯ」を
設け、話し合いをޮՌ的にするための「こつ」を
系統的に示しました。

4「共生社会」の一員としてᴷ多様な価値観、ものの見方・考え方の広がり

ㅡ価値観が多様化するグローバル社会で求められ
る幅広い資質・能力の育成につながる題材を精
選しました。

深く学ぶ

5「自分の考え」をつくるᴷ思考力・判断力・表現力、情報の関連づけ

ㅡ日ৗ生活や現代社会における課題を取り上げ、
対話を通して考えたり問題解決したりする機会
と場を充実さͤました。
ㅡ全ての教材において、自分の考えを形成する学
習աఔを重視しています。
ㅡ第 �単元「ใを͚ؔͮる」では、図表・文
章など多様な情報を関連づけながら、現代の課
題について考える学習を設定しました。

6  言葉と文化の担い手として ᴷ 豊かな読書、伝統的な言語文化の継承・発展

ㅡ資料編の「ಡॻの」には、多様なジϟンルの�本の教材を配置しました。豊かな言語文化にふれるとと
もに、「読み方を学ぼう」で習得した方略を活用できる教材をࡌܝしています。
ㅡ多くの教材に二次元コードをࡌܝし、参照先のウΣϒサイト上に、動画や音声、デジタルドリル、図解した
読みの方略や、補充教材として使える資料などを豊富にࡌܝしています。
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͍
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͏
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Ͳ
ͪ
Β
の

ใ
が
Α
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で
き
る
と
͍
͑
る
か
ͳ
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!λπϊΦτγΰϚχΞ͞Μ

Μ͍͕ͯͨ͘͞ڕਫؗଳٶࠓ

͖Ͱ͢Ͷɻ

ͱ͜ΖͰɺ੨ۭ͕ࢢग़͍ͯ͠Δ౷ܭͰ

ਫཱؗࢢใͳͷͰ͕͢ɺ੨ۭͨݟ

ͷདྷؗऀɺঃʑʹ͍ͨͯͬݮͣ

Ͱ͢ɻ
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ʲಛूʳ
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࣍
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を
ಡ
Μ
で
、
͜
の
ϥ
ϯ
Ω
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が
৴
པ
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き
る
か
Ͳ
͏
か
、
ߟ
͑
·
し
Ỷ
͏
。
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ͷ
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ͯ
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ͧ
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͕
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৴
པ
で
͖
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ใ
͔
Ͳ
͏
͔
Λ
֬
͔
Ί
Α
͏
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ใ
ͷ
৴
པ
ੑ
Λ
֬
͔
Ί
Δ

৽ɿ������݄��ߋ

αοΧʔϑΝϯ͕બͿ͖ͳϓϩαοΧʔબख

ͷΞϯέʔτʹ͓͍ͯɺδϟΨʔઍ༿ͷχγμ

બख͕ � ҐҎԼʹѹతͳࠩΛ͚ͭͯஅવͷ

�Ґʹً͖·ͨ͠ɻ

ॱҐ બख໊ ॴଐνʔϜ ಘථʢථʣ

� χγμ δϟΨʔઍ༿ ���

� υϚΤ δϟΨʔઍ༿ ���

3 ϑδϞτ ਆށΠʔάϧε ��

� χγϞϦ δϟΨʔઍ༿ ��

� Πϫϕ δϟΨʔઍ༿ ��

� Πφμ ਆށΠʔάϧε ��

� λβΩ δϟΨʔઍ༿ 3�

� ΦΦεΨ ΞΠϏε৽ׁ ��

9 γϞμ δϟΨʔઍ༿ ��

�� Ϋδϣ Ԭεύϩζ ��

ग़యɿδϟΨʔઍ༿৽ฉ

ʦௐࠪ֓ཁʧ

・ௐࠪؒظɿ������݄�ʙ��݄��ͷؒظ

・ௐࠪํ๏ɿઍ༿δϟϯάϧελδΞϜͰͷࢼ߹

ऴྃޙɺελδΞϜपลͰɺ؍ઓʹདྷ͍ͯͨ

αοΧʔϑΝϯʹฉ͖औΓௐࠪΛͨͬߦ

ϓϩサοカーબ手ਓؾランΩンά�

5011�

͜
Μ
ͳ
ه
ࣄ
を
ݟ
つ
͚
ͨ
Α
。

ϓ
ϩ
α
ỽ
Χ
ồ
બ
ख
の
த
で
͍

ͪ

Μ
ਓ
ؾ
が
͋
る
の

、

δ
Ỿ
Ψ
ồ
ઍ
༿
の
χ
γ
μ
બ
ख

ͳ
Μ
ͩ
Ͷ
。

ଞ
に

δ
Ỿ
Ψ
ồ
ઍ
༿
の
બ

ख
が
ଟ
͘
ϥ
ϯ
Ϋ
Π
ϯ
し
て

͍
る
Ͷ
。
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ͷํ๏ߟࢥ ରԠ͢Δνϟʔτͷྫ
①順序立てる ステップチャート
②比較する 比較チャート
③分類する マトリックス（表）、Ｙチャート
④関連づける イメージマップ、リンクチャート
⑤多角的に見る バタフライチャート、フィッシュボーン
⑥理由づける クラゲチャート
⑦具体化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑧抽象化する ロジックツリー、ピラミッドチャート
⑨仮定する キャンディチャート

ʮ思考の方๏ʯのҰཡ

࣍
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3 ϑδϞτ ਆށΠʔάϧε ��3 ϑδϞτ ਆށΠʔάϧε ��3 ϑδϞτ ਆށΠʔάϧε ��

� χγϞϦ δϟΨʔઍ༿ ��� χγϞϦ δϟΨʔઍ༿ ��� χγϞϦ δϟΨʔઍ༿ ��

� Πϫϕ δϟΨʔઍ༿ ��� Πϫϕ δϟΨʔઍ༿ ��� Πϫϕ δϟΨʔઍ༿ ��

� Πφμ ਆށΠʔάϧε ��� Πφμ ਆށΠʔάϧε ��� Πφμ ਆށΠʔάϧε ��

� λβΩ δϟΨʔઍ༿ 3�� λβΩ δϟΨʔઍ༿ 3�� λβΩ δϟΨʔઍ༿ 3�

� ΦΦεΨ ΞΠϏε৽ׁ ��� ΦΦεΨ ΞΠϏε৽ׁ ��� ΦΦεΨ ΞΠϏε৽ׁ ��

9 γϞμ δϟΨʔઍ༿ ��9 γϞμ δϟΨʔઍ༿ ��9 γϞμ δϟΨʔઍ༿ ��

�� Ϋδϣ Ԭεύϩζ ���� Ϋδϣ Ԭεύϩζ ���� Ϋδϣ Ԭεύϩζ ��

ग़యɿδϟΨʔઍ༿৽ฉ

ʦௐࠪ֓ཁʧ

・ௐࠪؒظɿ������݄�ʙ��݄��ͷؒظ

・ௐࠪํ๏ɿઍ༿δϟϯάϧελδΞϜͰͷࢼ߹

ऴྃޙɺελδΞϜपลͰɺ؍ઓʹདྷ͍ͯͨ

αοΧʔϑΝϯʹฉ͖औΓௐࠪΛͨͬߦ

ଞ
に

δ
Ỿ
Ψ
ồ
ઍ
༿
の
બ

ख
が
ଟ
͘
ϥ
ϯ
Ϋ
Π
ϯ
し
て

͍
る
Ͷ
。


ใ
ʹ
;
Ε
Δ

ߋ
な
Δ
ݕ
ࡧ


ใ
ͷ
৴
པ
ੑ
Λ
֬
͔
Ί
Δ

ͨ
Ί
ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ

ຊに
৴པͰ͖る
ใ͔ʁ

ͲΜな
ਓ͕

ԿΛ
とに

いͭ
なΜの
ͨΊに

よ
さ
そ
う
だ
か
ら

こ
の
お
店
に

し
よ
う
か
！

ઌ
に

ݴ
っ
て
よ
！！

ࠓ
৯
べ
て
͖
た
け
ど

お
い
し
か
っ
た
ͧ
。

評
価
の

い
̍
ͭ
の
ޱ
ί
ϛ
͕
ỏ

૯
߹

Λ
Լ
͛
て

し
·
っ
て
い
る
ん
だ
。

あ
る

ใ
と
ग़
ձ
っ
た
と
͖
ỏ

す
͙
に
う
の
Έ
に
ͤ
ͣ
ỏ

৴
པ
で
͖
る
ূ
ڌ

ࠜ
ڌ
Λ

୳
す
こ
と
͕
େ

だ
ͧ
！

ΰ
ン
ଠ
さ
ん
の
๚



ỏ

̎
̌
̎
̒

�2
݄
で
ỏ

ଞ
の
ޱ
ί
ϛ
の
๚



よ
Γ
も
ݹ
い
。

ຊ

に
こ
の
お
店
の
ޱ
ί
ϛ

だ
ろ
う
か
？

そ
の

ใ

৴
པ

で
͖
る
の
か
？

̍
ͭ
̍
ͭ
の
ޱ
ί
ϛ
Λ

ಡ
·
ͣ
に
ỏ
૯
߹

だ
け
で


அ
し
て
い
な
い
か
？

Ϋ
ϩ
！？

��� ใᴷᴷใΛ͚ؔͮΔ
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情報情
報
の

扱
い
方

情
報
を
関
係
づ
け
る


ඪ

ͦ
ͷ
ޱ
ί
ϛ
৴
པ
で
͖
Δ
ʁ

˕ 


ใ
の
৴
པ
ੑ
の
確
か
め
ํ
を
理
ղ
し
、
จ
ষ
を
ಡ
Μ

で
ߟ
͑
を

͛
、
ࣗ

の
意
ݟ
を

つ
。

˕ 

ޓ
͍
の
ൃ
ݴ
を
ੜ
か
し
て

し
߹
͍
、
ࣗ

の
ߟ
͑
を

ਂ
め
る
。

い
っ
ぱ
い
泣
い
た

か
ら
お
な
か
す
い

ち
ゃ
っ
た
。

最
後
感
動

し
た
よ
ね
！

い
い
映
画
だ
っ
た
ー
。

僕
も
。

私
ス
マ
ホ
で

調
べ
る
ね
。

お
い
し
そ
う

だ
よ
ね
！

　
あ
っ
！

こ
の
お
店

よ
さ
そ
う
だ
よ
！

ス
テ
ー
キ
…
…
。

ラ
ー
メ
ン
…
…
。


༵

ͷ
ޕ
ޙ

ち
ょ
っ
と

待
て
い
！

！？

★
3.28
っ
て
評
価

微
妙
じ
ゃ
な
い
？

値
段
も
手
ご
ろ
で
い
い

と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
。

別
の
お
店
に
し
よ
う
よ
。

���
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ඪ

グループディスカッション

あるテーマについて、異なる立場や考えの人たち
が少人数で意見を交換すること。

　少
人
数
で
話
し
合
う
「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
考
え
を
広
げ
た
り

深
め
た
り
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　話
し
合
い
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
こ
で
は
、「
話
し
合
い
を
計
画
的
に

進
め
る
」
た
め
の
「
話
し
合
い
の
こ
つ
」

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

˕

し
߹
͍
を
ܭ
ը
త
に
ਐ
ߦ
す
る
ͨ
め
の
ํ
๏
を
理

ղ
し
、
׆
༻
す
る
。

˓

の
展
開
を
༧
ଌ
し
ͳ
が
Β
ฉ
き
、
ࣗ

の
ߟ
͑
を


͛
ͨ
Γ
ਂ
め
ͨ
Γ
す
る
。

άϧʔϓ
σΟεΧογϣϯ

߹
ҙ
ܗ

ʹ

͚
ͯ


͠
߹
͍
Λ
ܭ
ը
త
ʹ
ਐ
Ί
Δ

ֶ
ͼ
Λ
ৼ
Γ
ฦ
Δ


͠
߹
͍
Ͱ
ͷ
ൃ
ݴ
Λ
ৼ
Γ
ฦ
Δ

3
ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

͠
߹
͍
Λ
͢
Δ

2
ủ

͠
߹
͍
ͷ
͜
ͭ
Ứ
Λ
ݟ
ͭ
͚
Δ

1 ֶ
श
ͷ
ྲྀ
Ε

5

��

04��049 07国語3年_Ϋ゙ϧʔϑ㿇ς゙ΟεΧογϣϯ.indd   4� 2023/04/03   11:32


Ϋ
ϥ
ε
の
ض
の
σ
β
Π
ϯớ
Π
ϥ
ε
τ
ɾ
ݴ
༿
Ờ

を
ܾ
め
Α
͏
。


ֶ
ߍ

հ
の
ύ
ϯ
ϑ
Ϩ
ỽ
τ
の
σ
β
Π
ϯ
ớ
ࣸ
ਅ
ɾ

Ω
Ỿ
ỽ
ν
ί
ϐ
ồ
Ờ
を
ܾ
め
Α
͏
。


ٿ
ٕ
େ
ձ
の
छ

と
ϧ
ồ
ϧ
を

ܾ

め
Α
͏
。



ݩ
の
ಛ
࢈
品
の
̥
̧
ํ
๏
ớ
ϝ
σ
ỹ
Ξ
の
छ
ྨ
ɾ

Ω
Ỿ
ỽ
ν
ί
ϐ
ồ
Ờ
を
ܾ
め
Α
͏
。

ܭ
ը
ܭ
ը

࠷
ॳ
ʹ
ܭ
ը
Λ
ཱ
ͯ
Δ

▪例「
話
し
߹
う
順
൪
は
…
…
」

▪例「
は
͡
Ί
は
…
…
࣍
は
…
…
」

˖

ي
ಓ
म
ਖ਼
ي
ಓ
म
ਖ਼

͖
Ͳ
͏

ͦ
Ε
ͨ


Λ

͢

▪例「
話
を
ݩ
に

そ
う
よ
」

▪例「
ࠓ
は
…
…
に
ͭ
い
て
話
そ
う
」

ˑ

ల
։
ల
։

ผ
ͷ



ͷ
ల
։
Λ
ଅ
͢

▪例「
࣍
は
、…
…
に
ͭ
い
て
話
そ
う
」

▪例「
そ
れ
で
は
、
࣍
に
進
も
う
」

˒


理

理

ҙ
ݟ
Λ

ཧ
͢
Δ

▪例「
意
ݟ
を
ま
と
Ί
る
と
…
…
」

▪例「
で
は
…
…
と
い
う
こ
と
で
い
い
ʁ
」

˗

ςʔϚ例


͠
߹
͍
Λ
ủ
ͭ
な
͛
Δ
Ứớ
Ұ

Ờ

ఏ
Ҋ

「
͡
Ỵ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

֬
ೝ

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
ʁ
」

࣭


「
ど
う
し
て
ʁ
」

ଅ
͠

「
ʓ
ʓ
さ
ん
は
ど
う
ʁ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ਂ
Ί
Δ
Ứớ
ೋ

Ờ




「
で
も
、
…
…
」

ཧ
༝
ͮ
͚
「
ͩ
っ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

ड
༰

「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

ݴ
͍

͑
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ܭ
ը
త
ʹ
ਐ
Ί
Δ
Ứớ
ࡾ

Ờ

ܭ
ը

「
話
し
߹
う
順
൪
は
…
…
」

ల
։

「
࣍
は
、
…
…
に
ͭ
い
て
話
そ
う
」

ي
ಓ
म
ਖ਼
「
話
を
ݩ
に

そ
う
よ
」


ཧ

「
意
ݟ
を
ま
と
Ί
る
と
…
…
」

ˎ
う
な
ͣ
く
、
૬
づ
ち
を
う
ͭ
、
إ
を

け
る
な

ど
、
૬
手
が
話
し

す
い
聞
き
ํ
を
৺
が
け
ま

し
ょ
う
。

͜
ͷ
ڭ
Պ
ॻ
ʹ
ग़
ͯ
͘
Δ

ủ

͠
߹
͍
ͷ
͜
ͭ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
ྫ

࣍
の
「
話
し
߹
い
の
こ
ͭ
」
を
意
ࣝ
し
て
、
ά
ル
ồ
ϓ
で
話
し
߹
い
ま
し
ょ
う
。

�

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

͠
߹
͍
Λ
͢
Δ

�

Ω
Ỿ
ỽ
ν
ί
ϐ
ồ
Ờ
を
ܾ
め
Α
͏
。

ܾ


ݩ
の
ಛ
࢈
品
の
̥
̧
ํ
๏
ớ
ϝ
σ
ỹ
Ξ
の
छ
ྨ
ɾ

��
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͓
͍
し
͍
ν
Ỿ
ồ
ϋ
ϯ
の
作
Γ
ํ
を

る
ͳ
Β
、

ຊ
が
Α
͍
か
ಈ
ը
が
Α
͍
か
。


ອ
ը
作
品
を
ಡ
Ή
ͳ
Β
、
ࢴ
の
ຊ

が
Α
͍
か
ి
ࢠ
ॻ
੶
が
Α
͍
か
。


େ

ͳ
ࢥ
͍
を

͑
る
に

、


ݴ
͏
の
が
Α

͍
か
、
ख
ࢴ
ớ
ϝ
ồ
ϧ
ͳ
Ͳ
を
ؚ
Ή
Ờ
が
Α
͍
か
。



し

λ
Π
Ϝ
τ
ϥ
ϕ
ϧ
で
き
る
と
し
ͨ
Β
、
ա

ڈ
と
ະ
དྷ
Ͳ
ͪ
Β
に
ߦ
き
ͨ
͍
か
。


ର
ҙ
ݟ
Λ
ड़

Δ

▪例「
で
も
、
…
…
」

▪例「
そ
れ
は
、
…
…
͡
Ỵ
な
い
ʁ
」

˖

受
容
受
容

ߟ
͑
Λ
ड
͚
ೖ
Ε
Δ

▪例「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

▪例「
֬
か
に
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」

ˑ

理
由

づ
け
理
由

づ
け

ҙ
ݟ
ͷ
ཧ
༝
Λ
ड़

Δ

▪例「
ͩ
っ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

▪例「
…
…
な
の
で
」

˒

言
い

換
え
言
い

換
え

ৄ
͠
͘
ݴ
͍

͑
Δ

▪例「
そ
れ
っ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」

▪例「
ͭ
ま
り
、
…
…
っ
て
こ
と
Ͷ
」

˗

ςʔϚ例


͠
߹
͍
Λ
ủ
ͭ
な
͛
Δ
Ứớ
Ұ

Ờ

ఏ
Ҋ

「
͡
Ỵ
あ
、
…
…
は
ど
う
か
な
」

֬
ೝ

「
…
…
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
ʁ
」

࣭


「
ど
う
し
て
ʁ
」

ଅ
͠

「
ʓ
ʓ
さ
ん
は
ど
う
ʁ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ਂ
Ί
Δ
Ứớ
ೋ

Ờ




「
で
も
、
…
…
」

ཧ
༝
ͮ
͚
「
ͩ
っ
て
…
…
ͩ
か
ら
」

ड
༰

「
…
…
は
Θ
か
る
よ
」

ݴ
͍

͑
「
そ
れ
っ
て
、
…
…
ͩ
よ
Ͷ
」


͠
߹
͍
Λ
ủ
ܭ
ը
త
ʹ
ਐ
Ί
Δ
Ứớ
ࡾ

Ờ

ܭ
ը

「
話
し
߹
う
順
൪
は
…
…
」

ల
։

「
࣍
は
、
…
…
に
ͭ
い
て
話
そ
う
」

ي͖
ಓど

͏

म
ਖ਼
「
話
を
ݩ
に

そ
う
よ
」


ཧ

「
意
ݟ
を
ま
と
Ί
る
と
…
…
」

ˎ
う
な
ͣ
く
、
૬
づ
ち
を
う
ͭ
、
إ
を

け
る
な

ど
、
૬
手
が
話
し

す
い
聞
き
ํ
を
৺
が
け
ま

し
ょ
う
。

͜
ͷ
ڭ
Պ
ॻ
ʹ
ग़
ͯ
͘
Δ

ủ

͠
߹
͍
ͷ
͜
ͭ
Ứ
ͱ
ൃ
ݴ
ྫ

ɹ
࣍
の
「
話
し
߹
い
の
こ
ͭ
」
を
意
ࣝ
し
て
、
ά
ル
ồ
ϓ
で
話
し
߹
い
ま
し
ょ
う
。

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ͱ

͠
߹
͍
Λ
͢
Δ

�
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ඪ

ൺ
ֱ
͢
Δ

時
間
の
ྲྀ
れ
と
で
き
ご
と
を
؍

に
し
て
ຊ
จ
を
く
͗
り
、
ߏ

を
ଊ
え
よ
う
。

ಡ
Έ
ํ
Λ
ֶ
΅
͏

ճ


握
手
の

ํ
に
ண

し
て
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
ม
Խ
を

ཧ
し
よ
う
。

比
較
す
る

「
ઌ
ੜ
は
ॏ
い
ප
ؾ
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
そ
し
て
こ
れ
は
͓
ผ
れ
の
ّ
式
な

の
で
す
Ͷ
」
ớ
��
ϖ
ồ
δ
ɾ
�
ߦ
Ί
Ờ
と
、「
ࢲ
」
が
ݴ
え
な
か
っ
た
の
は
な
ͥ
か
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
「
ࢲ
」
に
ͭ
い
て
ど
う
ߟ
え
る
か
、
話
し
߹
͓
う
。

ߏ



༰
Λ
ଊ
͑
Δ

12ಡ
Έ
Λ
ਂ
Ί
Δ

3

ɹ
Ѳ
ख
が
ඳ
か
Ε
て
͍
る
෦

と
、
ͦ
の
લ
ޙ

の
ඳ
ࣸ
を
ଊ
͑
、
ͦ
Ε
ͧ
Ε
の
ඳ
ࣸ
を
ൺ

る

͜
と
で
、
ม
Խ
を
ಡ
Έ
औ
る
。

˕
ճ

͢
Δ
ޠ
Γ
ख
ͷ
ࢥ
͍
Λ
ଊ
͑
ỏ
ͦ
Ε
ʹ
ج
ͮ
͍
ͯ
ࣗ

ͷ
ߟ
͑
Λ

ͭ
Ố

˓
খ
આ
ͷ
ߏ



໘
ͷ
ల
։
Λ
ଊ
͑
ỏ
ͦ
ͷ
ޮ
Ռ
Λ
ධ
Ձ
͢
Δ
Ố

Ѳ
ख

ͦ
Ε
ͧ
Ε
ͷ
Ѳ
ख
ͷ


ํ
Λ
ൺ

Δ
ͱ
…
…
Ố

比較

比較

比較
ඳ
ࣸ
ᶃ

ඳ
ࣸ
ᶄ

ඳ
ࣸ
ᶅ

握手についての描写

��
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Ѳ
ख
が
ඳ
か
Ε
て
͍
る
෦

と
、
ͦ
の
લ
ޙ

の
ඳ
ࣸ
を
ଊ
͑
、
ͦ
Ε
ͧ
Ε
の
ඳ
ࣸ
を
ൺ

る

͜
と
で
、
ม
Խ
を
ಡ
Έ
औ
る
。

ඳ
ࣸ
ᶅ

学
び
を
広
げ
る

ル
ロ
イ
修
道
士
の
ݴ
༿
か
ら
、
印
象
に

っ
た
も
の
を
બ
ͼ
、
そ
こ
か
ら
ड
け
ࢭ
Ί
た
も
の

ߟ
え

た
こ
と
を
จ
ষ
に
ま
と
Ί
、
ަ
ྲྀ
し
よ
う
。

མ
ͪ
ண
͔
な
͍
༷
ࢠ
Λ
ද
͢
ද
ݱ

「
྆
手
の
ਓ
さ
し
ࢦ
を
せ
Θ
し
く
ަ
ࠩ
さ
せ
」

ớ
��
ϖ
ồ
δ
ɾ
�
ߦ
Ί
Ờの
「
せ
Θ
し
く
」
は
、


し
そ
う
で
、
ݟ
て
い
る
ଆ
も
མ
ち
ண
か
な
い

༷
ࢠ
を
ද
す
ද
現
で
す
。
こ
の
「
せ
Θ
し
く
」

が
、
ಈ
࡞
に
ද
れ
る
৺

を
ৄ
し
く
説
໌
し
て

い
ま
す
。

も
し
、
࣍
の
よ
う
な
「
せ
Θ
し
く
」
と
ࣅ
た

意
味
の
ผ
の
ݴ
༿
が
使
Θ
れ
て
い
た
ら
、
ड
け

る
印
象
は
ど
の
よ
う
に
ม
Θ
る
で
し
ょ
う
か
。


せ
Θ
し
な
く



し
く


߄
た
ͩ
し
く


せ
か
せ
か
と


し
き
り
に

Ώ
ỳ
͘
Γ
ଧ
ͪ
つ
͚
て
͍
ͨ
Β
、

ಈ
作
に
ද
Ε
る
৺


ҟ
ͳ
る
Ͷ
。

「
ࢲ
は

ら
͵
ま
に
、
྆
手
の
ਓ
さ
し
ࢦ
を
ަ
ࠩ
さ
せ
、
せ
Θ
し
く
ଧ
ち
ͭ
け
て
い
た
」

ớ
��
ϖ
ồ
δ
ɾ
��
ߦ
Ί
Ờ
と
き
の
、「
ࢲ
」
の
৺

を
ߟ
え
よ
う
。

「
্

ެ
園
に
ݹ
く
か
ら
あ
る

༸
ྉ
ཧ
ళ
」
で
の
ձ
話
は
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
ࢮ
ޙ
、

回
想
し
て
ޠ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
Θ
か
る
࠷
ޙ
の

໘
ớ
��
ϖ
ồ
δ
ɾ
��
ߦ

Ί
Ỗ
ऴ
Θ
り
Ờ
の
効
果
を
ߟ
え
よ
う
。


「
握
手
」
で
の
ֶ
श
を
௨
し
て
、
ֶ
ん
ͩ
こ
と
を
自
分
の
ݴ
༿
で
ま
と
Ί
よ
う
。

振
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ʮѲ手ʯのʮ思考の方๏ʯと
ʮ語ኮを๛かにʯʢp.40ʙ41ʣ

ʮάϧʔϓσΟεΧογϣϯ──߹ҙܗ成に向͚てし߹いをܭը的にਐめるʯʢp.46ʣ

ʮใ──ใをؔ
͚ͮるʯʢp.150ʣ

情報との関係を捉えたり、考えを整理したり深め



対照表2

ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

ɹ̍

๛
͔
ʹ

૾
͢
Δ

ࢻ 言の
（西ඌউ）

読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ考えを伝え合う

22～25
2

ίϥϜ ϫーυϋンςΟンά 26～27

খઆ Ѳ手
（井上ひさし）

読Ξɹ文章のछྨをふまえて展開の仕方などを捉える。
読ɹ構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ批評する

28～41
4

ಡΈ方を学΅うᶃ ճ 42

言༿ൃ見̍ 語のはたら͖ܟ 言葉Τɹ敬語などの相手や場にԠじた言༿ݣいを理解し、
適切に使う。ɹ 43～45 1

話͢・ฉ͘ άϧʔϓσΟεΧογϣϯ
合意形成に向けて話し合いを計
画的に進める

話ฉΤɹ聞き取った話を評価し、考えを広げ深める。
話ฉΦɹ進ߦを工夫し発言を生かし、合意形成に向けて
考えを広げ深める。

ʦ言語׆ಈʧ話ฉΠɹٞ論

46～49 4

ɹ̎
Θ
͔
り

͢
͘

͑
Δ

ಡΈ方を学΅うᶄ ൷判的なಡΈ
ʮ൷判的にಡΉʯと
（٢川๕ଇ）

読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読ɹ構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ考えを文章にまとめる

52～55 1

આ ؒの文化
（長谷川櫂） 56～63 3

書͘ ՝࡞文
条件に応じて説得力のある文章
を書く

書ɹ表現の仕方や適切な引用などを工夫する。
書Τɹ目的や意図にԠじた表現かなどを確かめる。

ʦ言語׆ಈʧ書Ξɹ論ड़
64～69 5

ɹ̏


ͷ
ͷ
見
ํ
・
ײ
ੑ
Λ
ཆ
͏

ղઆ ആ۟のੈք
（夏井いつき）

読ɹ構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ批評する

72～74

3ίϥϜ ՆҪい͖ͭのペン俳句教ࣨ 75

ആ۟ ആ۟े۟ 76～80

ಡΈ方を学΅うᶅ লུ 81

書͘ ൷ධ文
観察・分析を通して評価する

書Πɹ文章のछྨを選し、読み手を説得できるように
文章の構成を工夫する。
書Φɹ論理の展開などについて自分の文章のよい点やվ
ળ点を見いだす。

ʦ言語׆ಈʧ書Ξɹ批評

82～85 6

言༿ൃ見̎ 和語・語・֎དྷ語 言葉Πɹ理解や表現のためにඞ要な語句のྔを૿し、和
語、漢語、֎来語などを使い分け、語彙を豊かにする。 86～87 1

ਵ ւをӽ͑ͨڷނのຯ
（安田菜津紀）

読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ౼論する

88～95 2

ݧのಡॻମࢲ 言༿ࡿ
（藤崎࠼織）

読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。
ʦ言語׆ಈʧ読ɹ実生活への生かし方を考える

96～97 1

ɹ̐


ཧ
的
ʹ
ߟ
͑
Δ

આ ϑϩϯ੍نの語─ʪᐜ༕ʫと
ʪస͵ઌのʫの͟まで
（神里達博）

読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ考えを文章にまとめる

100～109
4

ಡΈ方を学΅うᶆ ۩ମとந 110

文๏の૭ දݱにͭな͕る文法 言葉ɹ話や文章のछྨと特徴について理解を深める。 111 2

話͢・ฉ͘ ύϒϦοΫεϐʔΩϯά
状況に応じて話す力を養う

話ฉΞɹ社会生活の中から話題を決める。
話ฉɹঢ়گにԠじて言༿を選ぶなど表現を工夫する。

ʦ言語׆ಈʧ話ฉΞɹ提Ҋ・主張
112～115 4



ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

ɹ̑

ݹ
య
ʹ
学
Ϳ

文ݹ Վのੈք─ສ༿ू・ࠓݹ
Վू・৽ࠓݹՎू

言語文化Ξɹྺ࢙的എܠなどに意して古典を読み親し
む。
読ɹ構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ批評・考えを伝え合う

118～127
3

ίϥϜ 和歌͕ͭな͙ࢥい 128～129

文ݹ ͓͘の΄ͦಓ
（দඌഄা）

言語文化Ξɹྺ࢙的എܠなどに意して古典を読み親し
む。
読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ批評・考えを伝え合う

130～139
4

ಡΈ方を学΅うᶇ ঢ়گ・എܠ 140

言༿ൃ見� 言葉のࡏݱ・աڈ・ະདྷ 言語文化ɹ時間のܦաによる言༿の変化や世代による
言༿の違いについて理解する。

141 1

文 語 言語文化Ξɹྺ࢙的എܠなどに意して古典を読み親し
む。
言語文化Πɹ長く親しまれている言༿や古典の一節を使
う。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ౼論・文章にまとめる

142～144
2

文のಡΈ方 読の仕方の֬ೝ܇ 言語文化Ξɹྺ࢙的എܠなどに意して古典を読み親し
む。

145

書͘ ࣈҰࣈ
ࣗ分ࣗࣾձをͭݟめる

書Ξɹ目的や意図にԠじ社会生活の中から題材を決める。
書Φɹ論理の展開などについて自分の文章のよい点やվ
ળ点を見いだす。

ʦ言語׆ಈʧ書Ξɹ紹介

146～147 4

ɹ̒


ใ
Λ
ؔ

ͮ
͚
Δ

ղઆ ϚϯΨɹใのѻい方 読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ౼論する
150～151 1

આ 見ͨいもの͚ͩ見るͪͨࢲ
（原和ढ़）

読Ξɹ文章のछྨをふまえて展開の仕方などを捉える。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ౼論する
152～155 2

話͢・ฉ͘ ใの৴པੑを確かめる 話ฉΦɹ互いの発言を生かしながら話し合い、合意形成
に向けて考えを広げたり深めたりする。

ʦ言語׆ಈʧ話ฉΠɹٞ論

156～160

2

実༻文・ਤ表 読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読ɹ実生活への生かし方を考える

2

言༿ൃ見̐ 成語ࣄ用句・͜とΘ͟・故׳ 言葉Πɹ理解や表現のためにඞ要な語句のྔを૿し、׳
用句や四字ख़語などについて理解を深め使う。 161～163 1

ɹ̓

ಡ
Έ
Λ
深
Ί
߹
͏

ࢻ ॳ࿀
（島崎藤村）

読Ξɹ文章のछྨをふまえて展開の仕方などを捉える。
読ɹ構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ考えを伝え合う

166～168
2

ίϥϜ 文語ఆࢻܕとޱ語ࣗ༝ࢻ 169

のし͘Έࣈ ख़語ࣈ࢛ 言葉Ξɹৗ用漢字の大体を読む。
言葉Πɹ理解や表現のためにඞ要な語句のྔを૿し、׳
用句や四字ख़語などについて理解を深め使う。

170～171 1

খઆ ڷނ
（魯迅ɹ［訳］竹内好）

読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ批評する

172～189
5

ಡΈ方を学΅うᶈ ෮ 190

ಡॻ活ಈ ϒοΫτーΫ 話ฉΠɹ説得できるように構成を工夫する。
話ฉɹঢ়گにԠじて言༿を選ぶなど表現を工夫する。

ʦ言語׆ಈʧ話ฉΞɹ提Ҋ
191 2



ਤॻのߏ成・༰ʦ໊ࡐڭʧ 学習ࢦಋཁྖの༰ ֘Օॴ
ʢϖʔδʣ


࣌

ɹ̔

振
り
返
ỳ
ͯ
見
ͭ
Ί
Δ

આ とԿかࢲ
（平野啓一郎）

読Πɹ批的に読み、ものの見方や考え方について考え
る。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Ξɹ考えを文章にまとめる

194～201 2

খઆ っͪΌΜ
（夏目ᕸੴ）

読ɹ構成や論理の展開、表現の仕方について評価する。
読Τɹ人間、社会、自然などについて自分の意見をもつ。

ʦ言語׆ಈʧ読Πɹ批評する

202～215
3

Ն目ᕸੴの世界 216

話͢・ฉ͘ ໊言ू
中学校ੜ׆をৼΓฦͬて

話ฉΞɹ多様な考えを定し、伝え合う内容をݕ౼する。
ʦ言語׆ಈʧ話ฉΠɹ取材・編集会ٞ

218～223

2

書͘ 書ɹ表現の仕方や適切な引用などを工夫する。
ʦ言語׆ಈʧ書Πɹ編集

5

Վの言༿ ੨（［歌］:0"40#*）܈ 224～225 －

文法のまとめ 言葉ɹ話や文章のछྨと特徴について理解を深める。 226～229 －

年間の文法の૯まとめࡾ 言葉ɹ話や文章のछྨと特徴について理解を深める。 230～242 －

ࢿ
ྉ
ฤ

ಡ
ॻ
ͷ



খ͞なਤॻؗ ㅥ幅広い読書への誘いを示し、学んだことを活用する場を
用意するとともに、読書に親しむ態度の育成を図ってい
る。

244～249

適宜

日本十進分ྨ法ʗ本のߏ 250～251

খઆʗ
ອը

ઢはɺをඳく
（上༟ሡ ［ອ画］ງ内ް徳） 252～259

খઆ स（ᷞ֎）ߴ 260～271

ਵ ʮあΓ͕とうʯと言Θないॏさ
（ܙ人ޖ） 272～277

આ とڏ （比古࣎ࢁ֎࣮） 278～283

文ݹ さま͟まな古య
─日記・歌物語・説話 284～287

能・狂言の世界 288～289

狂言　柿山伏 290～295

日本文学名作集 296～299

小ඦਓҰट 300～305

ࣾ
ձ
ੜ
׆
ʹ
ੜ
͔
͢

著作権と引用 ㅥ「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の学習や、
他教科の学習、日ৗ生活・社会生活における言語活動を
支える学びの方法を整理し、国語を適切に表現し正確に
理解する能力の育成や、伝え合う力をߴめることを図っ
ている。

306～307

適宜

ϝϞを׆用する 308～309

質問の仕方 310～311

話し合いの形式を選ぶ 312～313

ࣙయを׆用する 314～315

手ࢴ・は͕͖・ϝーϧの書͖方 316～317

い方・ਪᏏの仕方のࢴ用ߘݪ 318～319

読書ײ文の書͖方 320～321

ࢀ
ߟ
ࢿ
ྉ

学習用語ࣙయ ㅥ国語科の学習をޮՌ的に進める上で役立つ知識を整理し
て示し、国語に対する認識を深め、国語を尊重する態度
の育成を図っている。

322～327

適宜

語ኮの͕Γ 328～331

యࣈࣈ年ੜͰ学ぶࡾ 332～341

܇年ੜͰ学ぶԻࡾ 342

小学校年ੜͰ学習したࣈ 343

ৗ用ࣈදԻ܇Ұཡ 344～356

ৗ用ࣈදද 357

ೋݩ࣍ίーυࢀরઌίンςンπҰཡ 358～359

ʮ読み方を学ぼうʯҰཡ 折込

˞漢字の取り立て教材「漢字を身につけよう」は、年間を通してバランスよく学習できるよう、各単元に年間�Օ所（各�時間）配置した。
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